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　　　　　　　　　　後藤　公貴会長
　皆さま、こんばん
は。本日は『故 清
水幸彦君を偲んで』
という故人を追悼す
る例会となっており
ます。私がいろいろ
な方にお聞きしたと
ころ、会員・故人を追悼する趣旨の例会は恐らく初め
てだろうというのが私の認識であります。
皆さま、ご存じのとおり清水幸彦君は、この地域医療
への貢献、また地域社会への奉仕活動への足跡、そし
てロータリークラブではこの釧路ロータリークラブは
もちろん、国際ロータリー、そして第 2500 地区に、
財団への寄付などなど大きな輝きを残していただいた
と私は考えております。
そんな私の思いを理事会の皆さまにお伝えをさせてい
ただいて、理事会にご承認いただき、本日この日を迎
えているところであります。
本日はぜひ、清水幸彦君とのさまざまな思い出を語り
合う時間に、そしてあまり清水先生と交流がなかった
という方にはベテランメンバーの皆さまから、こう
いったお人柄だったのですよ、こういったエピソード
があったよ、というようなことをお聞きになっていた
だいて、ロータリー活動の糧にしていただければ幸い
と存じます。

本日は通常２時間ほどの夜間例会となっております
が、30分ほど時間を短縮して大きな催しもせず、ぜ
ひ個人との思い出やロータリーについて語り合う時間
にしていただければと思います。
おそらく清水先生は、湿っぽい時間はあまりお好みに
ならないのではないかと思います。笑顔で楽しい時間
を清水先生と一緒に過ごしていただける、そんな時間
にしていただければ幸いと存じます。
限られた時間ではありますが、本日一日、どうぞよろ
しくお願い申し上げます。

幹事報告　佐藤　貴之幹事
　皆さん、こんばんは。幹事報告になります。先週ご
案内いたしました「台北中央ロータリークラブ周年祝
賀会」の追加のご案内となります。先週ですが、私の
言葉足らず、説明不足が多くて、大変不安に思う方が
多くいらっしゃいましたので、私では少し不安という
ことで、工藤国際奉仕委員長に改めまして推奨案を作
成していただきました。皆さまにもこの推奨案を先日
ご案内させていただいております。
今の物価上昇、もしくは円安ということで、団体ツアー
はどうしても高額となってしまいますので、基本的に
はホテルと航空チケットは各自でご手配をお願いする
ところは変わっておりません。
本来は、釧路から台北へみんなで参加しようという基
本的な思いは例年と変わりありません。ぜひお時間の

ご都合つく方は工藤委員長が作成してくれた推奨案を
見ていただいて、飛行機とホテルのチケットを手配し
ていただければと思っております。
また今年度、台北中央ロータリーから釧路クラブに「余
興をやってくれ」というリクエストも来ております。
ぜひ皆さま、多くのご参加いただきまして台北中央
ロータリークラブに参加をしたいと思っております。
皆さま、多くのご参加をぜひよろしくお願いします。
幹事報告は以上となります。

クラブ運営委員長　得地　 哉委員長
　これより釧路ロー
タリークラブ会員
『故 清水幸彦パスト
ガバナーを偲んで』
を行います。ここで
改めまして、清水幸
彦パストガバナーに
謹んで哀悼の意を表し、黙とうを捧げたいと思います。
皆さま、ご起立ください。

（黙とう）

　黙とうを終わります。
皆さまご着席ください。
続きまして、後藤公貴会長よりクラブを代表して、故 
清水幸彦君への追悼の言葉を述べさせていただきま
す。

追悼の言葉　後藤　公貴会長
　清水幸彦君、昭和
４年１月１日、この
世に生を受け、宿命
であった医療の道を
志し、市立釧路総合
病院精神神経科医長
として運命ともいえ
る当地・釧路への赴任。そして昭和39年には清水桜ヶ
岡病院の開設。そこから始まる地域医療発展への貢献
はもとより、更生保護事業・社会福祉・スポーツ振興・
民間外交などその功績は枚挙にいとまがなく、さまざ
まな奉仕活動を通じて、まさに世のため、人のためを
使命としてその生涯を捧げてこられました。
1965 年 10 月７日、金子重徳君、渡辺泰男君の推薦
を受け、釧路ロータリークラブへご入会。入会申込書
に書かれた趣味は、山歩き・スキー・スケートそして
お酒少量、となっておりました。　　

1971-1972 年度クラブ幹事、1973-1974 年度クラブ
副会長、1974-1975 年度 45歳の時、当時は昭和生
まれで初めてのクラブ会長にご就任。クラブスローガ
ンは「釧路ロータリークラブの水準を全般的に向上さ
せよう」でした。会員数は 114 名であったそうです。
1979-1980 年度国際ロータリー第 250 地区第７分区
分区代理に就任。1981-1982 年度 52歳で国際ロー
タリー第 250 地区ガバナーへ就任。
以降、ＲＩや 2500 地区の要職を歴任され、国際大会
へは 16年連続でご参加するなどロータリー活動にお
いても多大な足跡を残されました。
さまざまな見識の中から、多くの後輩ロータリアンに
経験談やロータリーを楽しむことの喜びを語って下
さった方でありましたが、「ああしなさい、こうしな
さいといった命令や指図をされることは決してなかっ
た」と小船井修一パストガバナーが追悼文の中で語ら
れております。
　故人のそんな人柄や奥ゆかしさは、きっと釧路ロー
タリークラブの仲間の中ではぐくまれ、今もなお、私
の感じるこのクラブの清々しさとして脈々と流れ続け
ていると感じます。私たちの活動は地域社会への奉仕
とともに未来永劫続いております。われわれに多くの
学びと気付きを与えていただいた清水幸彦君への恩返
しは、故人のロータリー愛を忘れず、釧路ロータリー
クラブへの歴史と伝統を後世に紡いでいくことの他あ
りません。
この場でその決意を新たにしましょう。本日は特別な
催しは設けておりません。清水幸彦君が愛してやまな
かったこのクラブの雰囲気の中で、個人の大好きだっ
たお酒とともに思い出を語り合う時間にしてまいりた
いと思います。
宿命に生まれ、運命に挑み、使命に燃える本年６月５
日ご逝去、享年 94歳。充実されたであろう天寿を全
うされた清水幸彦君のご冥福を改めてお祈りし、哀悼
の意を表し結びといたします。
今夜は清水先生と一緒に多くを語り合いましょう。

クラブ運営委員長　得地　 哉委員長
ありがとうございました。続きまして、献杯を行いま
す。
献杯のご発声を吉田潤司パストガバナー、よろしくお
願いいたします。吉田潤司パストガバナーはご登壇く
ださい。
なお今夜は、清水幸彦パストガバナーのお好きだった
ワインで献杯したいと思います。　

献杯のご発声　吉田　潤司パストガバナー
　皆さん、こんばんは。今日は先生を偲ぶ例会に皆さ
んお集まりいただきまして本当にありがとうございま
す。

先生は、いま会長か
らお話がありました
とおり、今日で
110 日くらいにな
るのです。早いもの
で私も、皆さまもそ
うだと思うのです

が、ぽっかり穴が開いたままのような感じもいたしま
す。
先生とはガバナーということを通して随分いろんなこ
とを経験し、教えてもらいました。
私がロータリーに入りましたのが 1980 年。先生はそ
の時、ガバナーノミニーだったのです。それからエレ
クトになり、ガバナーになりました。その後、ガバナー
でいろいろやりました。
先生は釧路クラブからガバナーを出すことでは大変苦
労されたと言います。もともと釧路クラブはガバナー
を出すことではいつも紆余曲折がありました。先生が
なる前にも、前のガバナーノミニーになっていた方が
急逝したとか。その後、先生がガバナーになって 10
年ぐらい経ってからも、違う方がガバナーノミニーに
なったのですが、その時は奥様がガンになって亡く
なって、いろいろなことがあったりしました。
　先生は 52歳という若さでガバナーになりましたけ
ど、私の個人的な感想では、先生は若いということで
皆さんに本当に応援されていたことで妬まれた面もか
なりあると思います。お医者さんの中で、「なんであ
の若い人がそんな簡単にガバナーなって。俺がいるの
に」とか思っているぐらいもありまして、なかなか先
生はそういう意味では大変だったのではないかなと思
います。
当時は 2500 地区のガバナーというのはお医者さんが
多くて、北大の先生が多かったのですね。昔、私が先
生に聞いたことあるのですが、「釧路医師会の承認が
なければロータリーに入れない」と言われたこともあ
りまして、先生は若かった 45歳で会長になったので
すが、いろんなことが随分あったと思います。
先生がなった後、釧路クラブは約 20年間、ガバナー
が出ていなかったのです。先ほど言いましたとおり、
次にガバナーに決まった方奥さまが逝去されたことで
ずっとガバナーが出ていなくて、先生はよく「これだ
け会長がたくさんいるのだから、みんな候補者なのだ
けれどもな」とよく言いました。私が会長になった時
にも、清水先生から「吉田君、会長になった時は必ず
次年度の会長を選ぶのだけれど、その人には言って欲
しいんだ。あなたもガバナーの候補者だから」と言わ
れたこともあります。先生が「ガバナーを釧路クラブ
から出したいな」と随分希望されていたのですが、な
かなか上手くいかなかったのです。
私がクラブ事務所にクラブの重鎮の川口さんと二人で

夕方いた時に、めったにクラブの事務所の来ることの
ない清水先生が来て、私たち二人に「いま連絡があっ
たのだ。小船井君がガバナーノミニーになったんだ」
と言って、先生は本当に喜びまして、涙声みたいな感
じで「長年、20年待ってガバナーになった」。
その時、先生と重鎮の川口さんと３人で「一杯、飲み
ますか」と言って、よく行ったセントポーリアに行っ
て飲みました。先生がめったに歌わないカラオケを歌
いまして、清水次郎長の清水港を歌ったりして、スナッ
クのママさんが「先生、今日、何あったのですか」と
言ったのですが、これは内定の段階だったものですか
ら話すことができなくて。本当は、そこに小船井さん
も呼ぼうとしたのですが、私が「今日、小船井さんを
呼ばなかったのですか」と川口さんに聞いたら、「こ
れは内定の段階で、言うわけにはいかないんだ」とい
うことで内輪で飲んで、先生がとても喜んでいたこと
がありました。
その後、小船井さんがガバナーになったあと、釧路ク
ラブから次のガバナーが５年ぐらい後に出ると決まっ
て、私たちは地区事務所にも話をしたのですが、「誰
も出ていないから、大丈夫だ」ということで次の方も
職場の準備など全部できてからどんでん返しになり、
また他の方に取られたこともありました。それで、今
でもその時の恨みを持っている人もたくさんいるよう
な感じですが、そんなことがありました。過去に、ガ
バナーに立候補して、できなかったという人は二度と
ガバナーやっていないのです。私どものクラブにいた
その方も「もう、ガバナーはやらない」ということが
ありました。
それから小船井さんの後に 10年間釧路クラブから出
ていなくて、先生はいつも「釧路クラブは 2500 地区
のリーダークラブ。いろんな意味でリーダークラブな
んだ」と言っていました。私がいろいろとガバナーを
見ますと、やっぱり「どの地区にはガバナーが何人い
る？」「あのクラブには何人いる」と話はよく出るの
ですが釧路クラブから出ていなかったことで先生は本
当に辛かったと思います。
その頃から折にふれ先生が私にも「ガバナーの資格が
あるのだ」とか、いろいろ言っていました。私はそう
言う先生がそんなに苦しんでいるとは全く知らなかっ
たものですから、「いやいや、とんでもございません」
と逃げていたのですが逃げられなくなりまして、ガバ
ナーを立候補しました。
またここで、ちょっとどんでん返しを受けました。私
が出た 11月 30日までに地区事務所に報告を出さな
いといけないのですが、私より前に出した人がいて、
後か先かとなり、その方が「私の前にやる」と言いま
して、私はもうその時に「これで私はやらなくて済む」
と思ったら、先生からその後に私の気持ちを見透かし
たのか「もう、そういうことは絶対に言わないでくれ」

と言われまして、うちの女房も「先生がそう言ったん
だから、あんたはあきらめなさい。辞めるとか言わな
いで、やりなさい！」と言われ、やってよかったなと
思っています。先生が本当に最後に上手く繋げたこと、
ありがたいなと思います。
多分、先生は今ごろ天国で「釧路クラブよ、また不毛
の 10年、そういうのを作らないでくれ」言っている
と思うのです。
ガバナーはまた第 7分区からも選ばなきゃいけない
時期がもうすぐ来ます。多分４～５年でうちのクラブ
かどうかは別問題としても、なります。そういう時の
ためにもぜひ準備をしていただきたいなと思います。
いずれにしましても、先生はロータリーをこよなく愛
して、釧路クラブをこよなく愛した人です。先生は何
を聞いても、聞いたら全部教えてくれる方なのですが、
絶対、自分の方から「ああせ、こうせ」とは一言も言
わない方で、心の中には「釧路クラブよ、元気をもっ
て 2500 地区のリーダーになってほしい」といつも
言っていたと思います。先生がどういう釧路クラブに
なって欲しいか、ホントはそういう例会を開いて「先
生の釧路クラブへの希望や願いはなにか」という例会
があれば良かった。ただ、そういう例会を作っても、
そういう話は何も言わなかったと思います。先生はそ
ういう方だったと思います。最後までいつも釧路クラ
ブを温かく見ていてくれました。
その裏で、先生の熱い思いがあったということを皆さ
ま覚えていただきまして、うちのクラブが今のように
良いクラブで、元気のいいクラブであれば 2500 地区
で必ずずっとリーダーでいれると思います。クラブに
そういう意味で負けないように、これからも行ければ
と思います。どうぞ皆さん、先生の気持ちを汲んでお
願いをしたいと思います。
それでは献杯をしたいと思います。
「献杯」と言いますので、先生に「ありがとうござい
ました」ということで応対してもらえればと思います。
では、献杯。
（献杯）
ありがとうございました。

クラブ運営委員長　得地　 哉委員長
ありがとうございました。これより７月 25日に執り
行われました。お別れの会にて上映されました故人の
生前のご活躍を収めた映像をご覧いただきます。スク
リーンをご覧ください。
（お別れの会にて上映された故人の生前の活躍）
それでは、ここで清水幸彦がバナーとゆかりのあった
方々のうち、お二方よりご挨拶をいただきたいと思い
ます。
はじめに、小船井修一パストガバナー、よろしくお願
いします。小船井パストガバナー、ご登壇ください。

小船井修一パストガバナー
清水幸彦会員の横顔
ということで皆さん
見ておられると思い
ます。その中で追加
の情報を私の方で調
べてまいりましたの
でお伝えしたいと思

います。
清水先生は、釧路の人ではなくて小樽の人です。旧制
の小樽中学校、今の小樽潮陵高校、ここ名門ですよね。
その小樽中学校を卒業され、卒業は北海道大学ですが、
入学は北海道帝国大学医学部です。戦争時代は、専門
部というのがあったのです。専門部と医学部は違いま
して、専門部は４年か５年で終わるはずなのですが、
医学部は６年。先生はエリートでありました。
　先生のロータリーの業績はさまざまありますが、私
が把握しているお話を申しあげたいと思います。
会長代理って、皆さんご存知でしょうか。地区大会で、
偉そうに国際ロータリーの現況報告というスピーチを
する方です。今の国際ロータリーの会長のリ・プレゼ
ンティブ代理として登壇される方です。今年は、橋岡
久太郎という能の家元、千葉の人でパストガバナーが
紋別の地区大会の会長代理です。先生は会長代理を２
回やれています。しかし、２回は断っているのですよ。
合計４回、パストガバナーとして会長代理をする機会
がありましたが、２回断っています。それは私が先生
から直接聞きましたが、フィリピンともう１カ国、た
ぶん韓国だったと思います。海外のセブ地区大会だっ
たので「私、お断りしました」と。断ったものを含め
て４回の会長代理を経験、というかそういうチャンス
がありました。
もうひとつ、ガバナーが 1981 年ですからその４～５
年後、86年、87年だと思います。国際協議会という
のは皆さんご存じのとおり、ガバナーエレクトがガバ
ナーになるために研修を 1週間、その 1980 年代は
８日間の研修をガバナーエレクトは受けますが、その
当時フロリダで 1981 年にやっておりました。多分エ
バンストンの近くでの国際協議会だったと思います。
清水先生は国際協議会の研修リーダー。国際協議会の
研修リーダーというのは世界で 532 の地区がある中
で 34名が研修リーダーとして世界中から選ばれて、
日本からは 3名ないし 4名が選ばれます。国際ロー
タリーの研修リーダーとしてはこの地区内では歴史上
では４人しかおりません。その中の１人は道下先生、
私とか足立先生は別として、たった４人しかいないと
いうことです。
それから、これは２つあるのですが、自費で行かない
といけない会合が３つあります。世界大会、ロータリー
研究会、それから７月に開催されるガバナー・ガバナー

エレクト・ガバナーノミニー懇談会の３つの全世界的
な会合です。私の記憶では、先生は世界大会に 35回
くらい行っていると思います。
そして、もっとすごいのは、国際大会は５日間やるの
です。その中で皆出席しています。初日から最後まで
いる。それは旅行代理店の添乗員から「清水先生は最
後までいますよ」と必ず聞きます。私は１日目に行っ
て２日目はいないという状況でズボラな者なのです
が、こういう意味では先生はすごい経験をされている
と思います。　　　
それからもうひとつ、公的な立場として、1992 年だ
と思います。フランスのコート・ダジュールの先にあ
るイタリアと隣国のモナコという国があるのです。そ
こで開催された規定審議会（ＣＯＬ）の地区の代表議
員としてモナコで 1週間参加されております。
もうひとつお話申し上げておきたいのが、清水幸彦先
生はロータリー財団に（大山さん、どれぐらい寄付し
ていたっけ）15万ドルくらいかもしれないな。私は
何かの関係でもうちょっとなのですが、うちの地区で
は清水幸彦先生が最初の 10万ドルを超えたメジャー
ドナーだったことも皆さま、ご記憶していただければ
幸いであります。
そういう意味で本当に国際ロータリーの中でも活躍さ
れ、真面目に。そして、知っていますか、いつもポケッ
トに寝酒のウィスキーの瓶を入れているのです。世界
に行くときも日本国内旅行するにしても、寝酒でポ
ケットのウィスキーを飲みながら常に真面目に参加し
ていただいた清水先生を偲びながら、皆さん次の地区
大会ではちゃんと最後までいてください。
私は途中で帰りますけれどね。そういうところを報告
させていただいて、清水先生の真面目さと同時に自費
で活動するというのはすごく尊敬しているのです。と
いうのは、他人のお金で動くパストガバナーがいっぱ
いいるのです。それは、われわれのクラブじゃないで
すよ。簡単に言ったら「地区の金でどこかに行きたい」
「今度は韓国に行く、だったら地区の金を出せ」とか、
そういう中で清水先生は自費でしっかりと秩序を持ち
ながら、ロータリアンとして全うしたことを私は尊敬
しながら、皆さまと一緒に今日偲びたいと思います。
ご清聴ありがとうございます。

釧路ロータリー事務局員　大山　葉子さん
　さっきから心臓が
飛び出そうです。た
くさん思い出があっ
たはずなのですが考
えてみて、私の記憶
の許容量が少ないの
と、過去を振り返り
たくない願望の下、特にお話しできるエピソードを思

い出せないまま、ここに立っております。幹事からは
「ダラダラで良い」とお許しをいただいているのでよ
ろしくお願いいたします。
　まず思い出すのは、夜間例会でお酒があるときは、
遠い席からでもいつもニコニコしながら私の席に日本
酒を持って注ぎに来てくれました。これが一番の思い
出です。おいしいお酒をたっぷりいただいて、飲ませ
ていただいたので今は「酒豪」の称号をもらいました。
　皆さんも知っていると思いますが、先生はいつもお
しゃれで、スマートです。二次会や委員会などで会費
徴収の時に「会費をいただきます」と行くと、とって
も高級なスーツの内ポケットからすごくくたびれた封
筒が出てくるのです。その封筒の中から会費を払って
くれるのですが、それがいつもお財布をお持ちではな
くて、よれよれの封筒にお金を入れて来る。そのギャッ
プがすごく、素敵だなと反対に思っちゃいました。
　それから皆さんも思っていると思います。清水先生
の記憶力のすごさだと思います。いつ、どこの会かは
覚えていないのですが、先生が急なご指名で壇上に立
たれてご挨拶をした時に、すぐに「19○○年のどこで・
どこそこの会長が・こう仰いました」。そして英語で
パラパラとスピーチをして、その役をササッと行って、
それにすごくビックリして。
若い方は知らないと思いますが、帝人の会長で大屋政
子さんという超ミニのスカートをはいて、甲高い声で
「うちの父ちゃんはね」としゃべるおばちゃんがテレ
ビに出ていて、その人が黒柳徹子さんの「徹子の部屋」
の時に、「どこそこの国の、誰それという国王と 19○
○年に会って、こんな話をした」というのをテレビ見
ていて、子どものころに「何だ、このおばちゃん、た
だ者じゃないな」と思ったことがありました。清水先
生がその時に仰ったことを見て、「また、こういう人
に出会ってしまった」みたいな感じで、それ以来の衝
撃と驚きでした。
さらに、尾越さんが会長の時に、台北中央ロータリー
クラブと友好クラブ締結をして台湾にご一緒させてい
ただいたことがあって、泊まったホテルで朝食の時の
雑談の中で、清水先生が「このホテルは何年か前に泊
まったことがあって、僕は何階の〇〇号室だったね」
と言ったのです。えぇ―と思って。私なんか、帰る途
中で部屋の何号室かなんかもすっかり記憶から忘れて
いて、なにか物を忘れてホテルに電話したら、ホテル
の人から「何号室にお泊りですか」と聞かれてあたふ
たして、私は何号室に泊まったの、みたいな感じなの
ですが、清水先生の記憶力ってすごいなと思いました。
ですが昨日、たまたま工藤さんが事務局に来られて、
「清水先生の記憶力ってすごかったですよね」と話を
した時に、工藤さんが「いや」って言いました。先ほ
どの追悼のビデオを作る時に、アルバムをお借りして
編集したのだけれども、そのアルバムは、いろいろな

写真にしっかり「何年の、何処で撮影したもの」とい
うメモ書きがあって、そのアルバムも何回も開いた跡
があるように角が取れているアルバムだったので、そ
れなりに清水先生はきっと復習していたんだと思う、
と仰っていたのです。
改めて清水先生って、ただの天才じゃなく、努力もさ
れていた方なのだな、とつくづく感じました。素晴ら
しい方だったなと思います。
短いのですが、これが私の中の清水先生です。
皆さんそれぞれに、清水先生との思い出もあり、それ
がすべて清水先生なのだと思います。
拙いお話ですがこれで私お話は終わらせていただきま
す。失礼します。

クラブ運営委員長　得地　 哉委員長
　清水幸彦パストガバナーとの思い出も尽きないと思
いますが、そろそろ時間となりました。最後に「手に
手をつないで」で清水幸彦パストガバナーをお送りし
たいと思います。皆さま正面ステージに向かって清水
幸彦パストガバナーを囲むように半円形になって手を
つないでください。よろしくお願いいたします。円じゃ
なく、半円形で囲むようにお願いします。

（手に手をつないで）

閉会の言葉　樋口　貴広副会長
　私がロータリーに
入会して間もなくで
す。その時、ロータ
リーのことはもちろ
ん何も知らなかった
です。年齢的にもま
だ若かったのですけ
れど、そんな私にでも、清水先生は優しく話しかけて
くれました。その後、私もロータリーの役割を担うよ
うになりますと、清水先生は「樋口さん、お疲れさま
ですね」「樋口さん、ありがとうございます」とねぎ
らいの言葉をかけてくださいました。そんな先生がい
たからこそ、この釧路クラブがなんとも居心地のいい
クラブであるのではないかと思っています。
私は、残念ながら清水先生のようなロータリアンには
なれないと思っております。ですが、この釧路クラブ
の雰囲気、そして居心地の良さを守り、今後につなげ
ていくことはできると思っております。
改めまして、清水幸彦パストガバナーへの感謝を申し
上げるとともに、心よりご冥福をお祈りして私からの
挨拶とさせていただきます。ありがとうございました。

クラブ運営委員長　得地　 哉委員長
ありがとうございました。これをもちまして「釧路ロー

タリークラブ会員・故 清水幸彦君を偲んで」を閉会
いたします。
皆さま、本日は誠にありがとうございました。

会長の時間
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■ 本日のプログラム ■
「清水幸彦パストガバナーを偲んで」

　　　　　　　　　　後藤　公貴会長
　皆さま、こんばん
は。本日は『故 清
水幸彦君を偲んで』
という故人を追悼す
る例会となっており
ます。私がいろいろ
な方にお聞きしたと
ころ、会員・故人を追悼する趣旨の例会は恐らく初め
てだろうというのが私の認識であります。
皆さま、ご存じのとおり清水幸彦君は、この地域医療
への貢献、また地域社会への奉仕活動への足跡、そし
てロータリークラブではこの釧路ロータリークラブは
もちろん、国際ロータリー、そして第 2500 地区に、
財団への寄付などなど大きな輝きを残していただいた
と私は考えております。
そんな私の思いを理事会の皆さまにお伝えをさせてい
ただいて、理事会にご承認いただき、本日この日を迎
えているところであります。
本日はぜひ、清水幸彦君とのさまざまな思い出を語り
合う時間に、そしてあまり清水先生と交流がなかった
という方にはベテランメンバーの皆さまから、こう
いったお人柄だったのですよ、こういったエピソード
があったよ、というようなことをお聞きになっていた
だいて、ロータリー活動の糧にしていただければ幸い
と存じます。

本日は通常２時間ほどの夜間例会となっております
が、30分ほど時間を短縮して大きな催しもせず、ぜ
ひ個人との思い出やロータリーについて語り合う時間
にしていただければと思います。
おそらく清水先生は、湿っぽい時間はあまりお好みに
ならないのではないかと思います。笑顔で楽しい時間
を清水先生と一緒に過ごしていただける、そんな時間
にしていただければ幸いと存じます。
限られた時間ではありますが、本日一日、どうぞよろ
しくお願い申し上げます。

幹事報告　佐藤　貴之幹事
　皆さん、こんばんは。幹事報告になります。先週ご
案内いたしました「台北中央ロータリークラブ周年祝
賀会」の追加のご案内となります。先週ですが、私の
言葉足らず、説明不足が多くて、大変不安に思う方が
多くいらっしゃいましたので、私では少し不安という
ことで、工藤国際奉仕委員長に改めまして推奨案を作
成していただきました。皆さまにもこの推奨案を先日
ご案内させていただいております。
今の物価上昇、もしくは円安ということで、団体ツアー
はどうしても高額となってしまいますので、基本的に
はホテルと航空チケットは各自でご手配をお願いする
ところは変わっておりません。
本来は、釧路から台北へみんなで参加しようという基
本的な思いは例年と変わりありません。ぜひお時間の

ご都合つく方は工藤委員長が作成してくれた推奨案を
見ていただいて、飛行機とホテルのチケットを手配し
ていただければと思っております。
また今年度、台北中央ロータリーから釧路クラブに「余
興をやってくれ」というリクエストも来ております。
ぜひ皆さま、多くのご参加いただきまして台北中央
ロータリークラブに参加をしたいと思っております。
皆さま、多くのご参加をぜひよろしくお願いします。
幹事報告は以上となります。

クラブ運営委員長　得地　 哉委員長
　これより釧路ロー
タリークラブ会員
『故 清水幸彦パスト
ガバナーを偲んで』
を行います。ここで
改めまして、清水幸
彦パストガバナーに
謹んで哀悼の意を表し、黙とうを捧げたいと思います。
皆さま、ご起立ください。

（黙とう）

　黙とうを終わります。
皆さまご着席ください。
続きまして、後藤公貴会長よりクラブを代表して、故 
清水幸彦君への追悼の言葉を述べさせていただきま
す。

追悼の言葉　後藤　公貴会長
　清水幸彦君、昭和
４年１月１日、この
世に生を受け、宿命
であった医療の道を
志し、市立釧路総合
病院精神神経科医長
として運命ともいえ
る当地・釧路への赴任。そして昭和39年には清水桜ヶ
岡病院の開設。そこから始まる地域医療発展への貢献
はもとより、更生保護事業・社会福祉・スポーツ振興・
民間外交などその功績は枚挙にいとまがなく、さまざ
まな奉仕活動を通じて、まさに世のため、人のためを
使命としてその生涯を捧げてこられました。
1965 年 10 月７日、金子重徳君、渡辺泰男君の推薦
を受け、釧路ロータリークラブへご入会。入会申込書
に書かれた趣味は、山歩き・スキー・スケートそして
お酒少量、となっておりました。　　

1971-1972 年度クラブ幹事、1973-1974 年度クラブ
副会長、1974-1975 年度 45歳の時、当時は昭和生
まれで初めてのクラブ会長にご就任。クラブスローガ
ンは「釧路ロータリークラブの水準を全般的に向上さ
せよう」でした。会員数は 114 名であったそうです。
1979-1980 年度国際ロータリー第 250 地区第７分区
分区代理に就任。1981-1982 年度 52歳で国際ロー
タリー第 250 地区ガバナーへ就任。
以降、ＲＩや 2500 地区の要職を歴任され、国際大会
へは 16年連続でご参加するなどロータリー活動にお
いても多大な足跡を残されました。
さまざまな見識の中から、多くの後輩ロータリアンに
経験談やロータリーを楽しむことの喜びを語って下
さった方でありましたが、「ああしなさい、こうしな
さいといった命令や指図をされることは決してなかっ
た」と小船井修一パストガバナーが追悼文の中で語ら
れております。
　故人のそんな人柄や奥ゆかしさは、きっと釧路ロー
タリークラブの仲間の中ではぐくまれ、今もなお、私
の感じるこのクラブの清々しさとして脈々と流れ続け
ていると感じます。私たちの活動は地域社会への奉仕
とともに未来永劫続いております。われわれに多くの
学びと気付きを与えていただいた清水幸彦君への恩返
しは、故人のロータリー愛を忘れず、釧路ロータリー
クラブへの歴史と伝統を後世に紡いでいくことの他あ
りません。
この場でその決意を新たにしましょう。本日は特別な
催しは設けておりません。清水幸彦君が愛してやまな
かったこのクラブの雰囲気の中で、個人の大好きだっ
たお酒とともに思い出を語り合う時間にしてまいりた
いと思います。
宿命に生まれ、運命に挑み、使命に燃える本年６月５
日ご逝去、享年 94歳。充実されたであろう天寿を全
うされた清水幸彦君のご冥福を改めてお祈りし、哀悼
の意を表し結びといたします。
今夜は清水先生と一緒に多くを語り合いましょう。

クラブ運営委員長　得地　 哉委員長
ありがとうございました。続きまして、献杯を行いま
す。
献杯のご発声を吉田潤司パストガバナー、よろしくお
願いいたします。吉田潤司パストガバナーはご登壇く
ださい。
なお今夜は、清水幸彦パストガバナーのお好きだった
ワインで献杯したいと思います。　

献杯のご発声　吉田　潤司パストガバナー
　皆さん、こんばんは。今日は先生を偲ぶ例会に皆さ
んお集まりいただきまして本当にありがとうございま
す。

先生は、いま会長か
らお話がありました
とおり、今日で
110 日くらいにな
るのです。早いもの
で私も、皆さまもそ
うだと思うのです

が、ぽっかり穴が開いたままのような感じもいたしま
す。
先生とはガバナーということを通して随分いろんなこ
とを経験し、教えてもらいました。
私がロータリーに入りましたのが 1980 年。先生はそ
の時、ガバナーノミニーだったのです。それからエレ
クトになり、ガバナーになりました。その後、ガバナー
でいろいろやりました。
先生は釧路クラブからガバナーを出すことでは大変苦
労されたと言います。もともと釧路クラブはガバナー
を出すことではいつも紆余曲折がありました。先生が
なる前にも、前のガバナーノミニーになっていた方が
急逝したとか。その後、先生がガバナーになって 10
年ぐらい経ってからも、違う方がガバナーノミニーに
なったのですが、その時は奥様がガンになって亡く
なって、いろいろなことがあったりしました。
　先生は 52歳という若さでガバナーになりましたけ
ど、私の個人的な感想では、先生は若いということで
皆さんに本当に応援されていたことで妬まれた面もか
なりあると思います。お医者さんの中で、「なんであ
の若い人がそんな簡単にガバナーなって。俺がいるの
に」とか思っているぐらいもありまして、なかなか先
生はそういう意味では大変だったのではないかなと思
います。
当時は 2500 地区のガバナーというのはお医者さんが
多くて、北大の先生が多かったのですね。昔、私が先
生に聞いたことあるのですが、「釧路医師会の承認が
なければロータリーに入れない」と言われたこともあ
りまして、先生は若かった 45歳で会長になったので
すが、いろんなことが随分あったと思います。
先生がなった後、釧路クラブは約 20年間、ガバナー
が出ていなかったのです。先ほど言いましたとおり、
次にガバナーに決まった方奥さまが逝去されたことで
ずっとガバナーが出ていなくて、先生はよく「これだ
け会長がたくさんいるのだから、みんな候補者なのだ
けれどもな」とよく言いました。私が会長になった時
にも、清水先生から「吉田君、会長になった時は必ず
次年度の会長を選ぶのだけれど、その人には言って欲
しいんだ。あなたもガバナーの候補者だから」と言わ
れたこともあります。先生が「ガバナーを釧路クラブ
から出したいな」と随分希望されていたのですが、な
かなか上手くいかなかったのです。
私がクラブ事務所にクラブの重鎮の川口さんと二人で

夕方いた時に、めったにクラブの事務所の来ることの
ない清水先生が来て、私たち二人に「いま連絡があっ
たのだ。小船井君がガバナーノミニーになったんだ」
と言って、先生は本当に喜びまして、涙声みたいな感
じで「長年、20年待ってガバナーになった」。
その時、先生と重鎮の川口さんと３人で「一杯、飲み
ますか」と言って、よく行ったセントポーリアに行っ
て飲みました。先生がめったに歌わないカラオケを歌
いまして、清水次郎長の清水港を歌ったりして、スナッ
クのママさんが「先生、今日、何あったのですか」と
言ったのですが、これは内定の段階だったものですか
ら話すことができなくて。本当は、そこに小船井さん
も呼ぼうとしたのですが、私が「今日、小船井さんを
呼ばなかったのですか」と川口さんに聞いたら、「こ
れは内定の段階で、言うわけにはいかないんだ」とい
うことで内輪で飲んで、先生がとても喜んでいたこと
がありました。
その後、小船井さんがガバナーになったあと、釧路ク
ラブから次のガバナーが５年ぐらい後に出ると決まっ
て、私たちは地区事務所にも話をしたのですが、「誰
も出ていないから、大丈夫だ」ということで次の方も
職場の準備など全部できてからどんでん返しになり、
また他の方に取られたこともありました。それで、今
でもその時の恨みを持っている人もたくさんいるよう
な感じですが、そんなことがありました。過去に、ガ
バナーに立候補して、できなかったという人は二度と
ガバナーやっていないのです。私どものクラブにいた
その方も「もう、ガバナーはやらない」ということが
ありました。
それから小船井さんの後に 10年間釧路クラブから出
ていなくて、先生はいつも「釧路クラブは 2500 地区
のリーダークラブ。いろんな意味でリーダークラブな
んだ」と言っていました。私がいろいろとガバナーを
見ますと、やっぱり「どの地区にはガバナーが何人い
る？」「あのクラブには何人いる」と話はよく出るの
ですが釧路クラブから出ていなかったことで先生は本
当に辛かったと思います。
その頃から折にふれ先生が私にも「ガバナーの資格が
あるのだ」とか、いろいろ言っていました。私はそう
言う先生がそんなに苦しんでいるとは全く知らなかっ
たものですから、「いやいや、とんでもございません」
と逃げていたのですが逃げられなくなりまして、ガバ
ナーを立候補しました。
またここで、ちょっとどんでん返しを受けました。私
が出た 11月 30日までに地区事務所に報告を出さな
いといけないのですが、私より前に出した人がいて、
後か先かとなり、その方が「私の前にやる」と言いま
して、私はもうその時に「これで私はやらなくて済む」
と思ったら、先生からその後に私の気持ちを見透かし
たのか「もう、そういうことは絶対に言わないでくれ」

と言われまして、うちの女房も「先生がそう言ったん
だから、あんたはあきらめなさい。辞めるとか言わな
いで、やりなさい！」と言われ、やってよかったなと
思っています。先生が本当に最後に上手く繋げたこと、
ありがたいなと思います。
多分、先生は今ごろ天国で「釧路クラブよ、また不毛
の 10年、そういうのを作らないでくれ」言っている
と思うのです。
ガバナーはまた第 7分区からも選ばなきゃいけない
時期がもうすぐ来ます。多分４～５年でうちのクラブ
かどうかは別問題としても、なります。そういう時の
ためにもぜひ準備をしていただきたいなと思います。
いずれにしましても、先生はロータリーをこよなく愛
して、釧路クラブをこよなく愛した人です。先生は何
を聞いても、聞いたら全部教えてくれる方なのですが、
絶対、自分の方から「ああせ、こうせ」とは一言も言
わない方で、心の中には「釧路クラブよ、元気をもっ
て 2500 地区のリーダーになってほしい」といつも
言っていたと思います。先生がどういう釧路クラブに
なって欲しいか、ホントはそういう例会を開いて「先
生の釧路クラブへの希望や願いはなにか」という例会
があれば良かった。ただ、そういう例会を作っても、
そういう話は何も言わなかったと思います。先生はそ
ういう方だったと思います。最後までいつも釧路クラ
ブを温かく見ていてくれました。
その裏で、先生の熱い思いがあったということを皆さ
ま覚えていただきまして、うちのクラブが今のように
良いクラブで、元気のいいクラブであれば 2500 地区
で必ずずっとリーダーでいれると思います。クラブに
そういう意味で負けないように、これからも行ければ
と思います。どうぞ皆さん、先生の気持ちを汲んでお
願いをしたいと思います。
それでは献杯をしたいと思います。
「献杯」と言いますので、先生に「ありがとうござい
ました」ということで応対してもらえればと思います。
では、献杯。
（献杯）
ありがとうございました。

クラブ運営委員長　得地　 哉委員長
ありがとうございました。これより７月 25日に執り
行われました。お別れの会にて上映されました故人の
生前のご活躍を収めた映像をご覧いただきます。スク
リーンをご覧ください。
（お別れの会にて上映された故人の生前の活躍）
それでは、ここで清水幸彦がバナーとゆかりのあった
方々のうち、お二方よりご挨拶をいただきたいと思い
ます。
はじめに、小船井修一パストガバナー、よろしくお願
いします。小船井パストガバナー、ご登壇ください。

小船井修一パストガバナー
清水幸彦会員の横顔
ということで皆さん
見ておられると思い
ます。その中で追加
の情報を私の方で調
べてまいりましたの
でお伝えしたいと思

います。
清水先生は、釧路の人ではなくて小樽の人です。旧制
の小樽中学校、今の小樽潮陵高校、ここ名門ですよね。
その小樽中学校を卒業され、卒業は北海道大学ですが、
入学は北海道帝国大学医学部です。戦争時代は、専門
部というのがあったのです。専門部と医学部は違いま
して、専門部は４年か５年で終わるはずなのですが、
医学部は６年。先生はエリートでありました。
　先生のロータリーの業績はさまざまありますが、私
が把握しているお話を申しあげたいと思います。
会長代理って、皆さんご存知でしょうか。地区大会で、
偉そうに国際ロータリーの現況報告というスピーチを
する方です。今の国際ロータリーの会長のリ・プレゼ
ンティブ代理として登壇される方です。今年は、橋岡
久太郎という能の家元、千葉の人でパストガバナーが
紋別の地区大会の会長代理です。先生は会長代理を２
回やれています。しかし、２回は断っているのですよ。
合計４回、パストガバナーとして会長代理をする機会
がありましたが、２回断っています。それは私が先生
から直接聞きましたが、フィリピンともう１カ国、た
ぶん韓国だったと思います。海外のセブ地区大会だっ
たので「私、お断りしました」と。断ったものを含め
て４回の会長代理を経験、というかそういうチャンス
がありました。
もうひとつ、ガバナーが 1981 年ですからその４～５
年後、86年、87年だと思います。国際協議会という
のは皆さんご存じのとおり、ガバナーエレクトがガバ
ナーになるために研修を 1週間、その 1980 年代は
８日間の研修をガバナーエレクトは受けますが、その
当時フロリダで 1981 年にやっておりました。多分エ
バンストンの近くでの国際協議会だったと思います。
清水先生は国際協議会の研修リーダー。国際協議会の
研修リーダーというのは世界で 532 の地区がある中
で 34名が研修リーダーとして世界中から選ばれて、
日本からは 3名ないし 4名が選ばれます。国際ロー
タリーの研修リーダーとしてはこの地区内では歴史上
では４人しかおりません。その中の１人は道下先生、
私とか足立先生は別として、たった４人しかいないと
いうことです。
それから、これは２つあるのですが、自費で行かない
といけない会合が３つあります。世界大会、ロータリー
研究会、それから７月に開催されるガバナー・ガバナー

エレクト・ガバナーノミニー懇談会の３つの全世界的
な会合です。私の記憶では、先生は世界大会に 35回
くらい行っていると思います。
そして、もっとすごいのは、国際大会は５日間やるの
です。その中で皆出席しています。初日から最後まで
いる。それは旅行代理店の添乗員から「清水先生は最
後までいますよ」と必ず聞きます。私は１日目に行っ
て２日目はいないという状況でズボラな者なのです
が、こういう意味では先生はすごい経験をされている
と思います。　　　
それからもうひとつ、公的な立場として、1992 年だ
と思います。フランスのコート・ダジュールの先にあ
るイタリアと隣国のモナコという国があるのです。そ
こで開催された規定審議会（ＣＯＬ）の地区の代表議
員としてモナコで 1週間参加されております。
もうひとつお話申し上げておきたいのが、清水幸彦先
生はロータリー財団に（大山さん、どれぐらい寄付し
ていたっけ）15万ドルくらいかもしれないな。私は
何かの関係でもうちょっとなのですが、うちの地区で
は清水幸彦先生が最初の 10万ドルを超えたメジャー
ドナーだったことも皆さま、ご記憶していただければ
幸いであります。
そういう意味で本当に国際ロータリーの中でも活躍さ
れ、真面目に。そして、知っていますか、いつもポケッ
トに寝酒のウィスキーの瓶を入れているのです。世界
に行くときも日本国内旅行するにしても、寝酒でポ
ケットのウィスキーを飲みながら常に真面目に参加し
ていただいた清水先生を偲びながら、皆さん次の地区
大会ではちゃんと最後までいてください。
私は途中で帰りますけれどね。そういうところを報告
させていただいて、清水先生の真面目さと同時に自費
で活動するというのはすごく尊敬しているのです。と
いうのは、他人のお金で動くパストガバナーがいっぱ
いいるのです。それは、われわれのクラブじゃないで
すよ。簡単に言ったら「地区の金でどこかに行きたい」
「今度は韓国に行く、だったら地区の金を出せ」とか、
そういう中で清水先生は自費でしっかりと秩序を持ち
ながら、ロータリアンとして全うしたことを私は尊敬
しながら、皆さまと一緒に今日偲びたいと思います。
ご清聴ありがとうございます。

釧路ロータリー事務局員　大山　葉子さん
　さっきから心臓が
飛び出そうです。た
くさん思い出があっ
たはずなのですが考
えてみて、私の記憶
の許容量が少ないの
と、過去を振り返り
たくない願望の下、特にお話しできるエピソードを思

い出せないまま、ここに立っております。幹事からは
「ダラダラで良い」とお許しをいただいているのでよ
ろしくお願いいたします。
　まず思い出すのは、夜間例会でお酒があるときは、
遠い席からでもいつもニコニコしながら私の席に日本
酒を持って注ぎに来てくれました。これが一番の思い
出です。おいしいお酒をたっぷりいただいて、飲ませ
ていただいたので今は「酒豪」の称号をもらいました。
　皆さんも知っていると思いますが、先生はいつもお
しゃれで、スマートです。二次会や委員会などで会費
徴収の時に「会費をいただきます」と行くと、とって
も高級なスーツの内ポケットからすごくくたびれた封
筒が出てくるのです。その封筒の中から会費を払って
くれるのですが、それがいつもお財布をお持ちではな
くて、よれよれの封筒にお金を入れて来る。そのギャッ
プがすごく、素敵だなと反対に思っちゃいました。
　それから皆さんも思っていると思います。清水先生
の記憶力のすごさだと思います。いつ、どこの会かは
覚えていないのですが、先生が急なご指名で壇上に立
たれてご挨拶をした時に、すぐに「19○○年のどこで・
どこそこの会長が・こう仰いました」。そして英語で
パラパラとスピーチをして、その役をササッと行って、
それにすごくビックリして。
若い方は知らないと思いますが、帝人の会長で大屋政
子さんという超ミニのスカートをはいて、甲高い声で
「うちの父ちゃんはね」としゃべるおばちゃんがテレ
ビに出ていて、その人が黒柳徹子さんの「徹子の部屋」
の時に、「どこそこの国の、誰それという国王と 19○
○年に会って、こんな話をした」というのをテレビ見
ていて、子どものころに「何だ、このおばちゃん、た
だ者じゃないな」と思ったことがありました。清水先
生がその時に仰ったことを見て、「また、こういう人
に出会ってしまった」みたいな感じで、それ以来の衝
撃と驚きでした。
さらに、尾越さんが会長の時に、台北中央ロータリー
クラブと友好クラブ締結をして台湾にご一緒させてい
ただいたことがあって、泊まったホテルで朝食の時の
雑談の中で、清水先生が「このホテルは何年か前に泊
まったことがあって、僕は何階の〇〇号室だったね」
と言ったのです。えぇ―と思って。私なんか、帰る途
中で部屋の何号室かなんかもすっかり記憶から忘れて
いて、なにか物を忘れてホテルに電話したら、ホテル
の人から「何号室にお泊りですか」と聞かれてあたふ
たして、私は何号室に泊まったの、みたいな感じなの
ですが、清水先生の記憶力ってすごいなと思いました。
ですが昨日、たまたま工藤さんが事務局に来られて、
「清水先生の記憶力ってすごかったですよね」と話を
した時に、工藤さんが「いや」って言いました。先ほ
どの追悼のビデオを作る時に、アルバムをお借りして
編集したのだけれども、そのアルバムは、いろいろな

写真にしっかり「何年の、何処で撮影したもの」とい
うメモ書きがあって、そのアルバムも何回も開いた跡
があるように角が取れているアルバムだったので、そ
れなりに清水先生はきっと復習していたんだと思う、
と仰っていたのです。
改めて清水先生って、ただの天才じゃなく、努力もさ
れていた方なのだな、とつくづく感じました。素晴ら
しい方だったなと思います。
短いのですが、これが私の中の清水先生です。
皆さんそれぞれに、清水先生との思い出もあり、それ
がすべて清水先生なのだと思います。
拙いお話ですがこれで私お話は終わらせていただきま
す。失礼します。

クラブ運営委員長　得地　 哉委員長
　清水幸彦パストガバナーとの思い出も尽きないと思
いますが、そろそろ時間となりました。最後に「手に
手をつないで」で清水幸彦パストガバナーをお送りし
たいと思います。皆さま正面ステージに向かって清水
幸彦パストガバナーを囲むように半円形になって手を
つないでください。よろしくお願いいたします。円じゃ
なく、半円形で囲むようにお願いします。

（手に手をつないで）

閉会の言葉　樋口　貴広副会長
　私がロータリーに
入会して間もなくで
す。その時、ロータ
リーのことはもちろ
ん何も知らなかった
です。年齢的にもま
だ若かったのですけ
れど、そんな私にでも、清水先生は優しく話しかけて
くれました。その後、私もロータリーの役割を担うよ
うになりますと、清水先生は「樋口さん、お疲れさま
ですね」「樋口さん、ありがとうございます」とねぎ
らいの言葉をかけてくださいました。そんな先生がい
たからこそ、この釧路クラブがなんとも居心地のいい
クラブであるのではないかと思っています。
私は、残念ながら清水先生のようなロータリアンには
なれないと思っております。ですが、この釧路クラブ
の雰囲気、そして居心地の良さを守り、今後につなげ
ていくことはできると思っております。
改めまして、清水幸彦パストガバナーへの感謝を申し
上げるとともに、心よりご冥福をお祈りして私からの
挨拶とさせていただきます。ありがとうございました。

クラブ運営委員長　得地　 哉委員長
ありがとうございました。これをもちまして「釧路ロー

タリークラブ会員・故 清水幸彦君を偲んで」を閉会
いたします。
皆さま、本日は誠にありがとうございました。
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　　　　　　　　　　後藤　公貴会長
　皆さま、こんばん
は。本日は『故 清
水幸彦君を偲んで』
という故人を追悼す
る例会となっており
ます。私がいろいろ
な方にお聞きしたと
ころ、会員・故人を追悼する趣旨の例会は恐らく初め
てだろうというのが私の認識であります。
皆さま、ご存じのとおり清水幸彦君は、この地域医療
への貢献、また地域社会への奉仕活動への足跡、そし
てロータリークラブではこの釧路ロータリークラブは
もちろん、国際ロータリー、そして第 2500 地区に、
財団への寄付などなど大きな輝きを残していただいた
と私は考えております。
そんな私の思いを理事会の皆さまにお伝えをさせてい
ただいて、理事会にご承認いただき、本日この日を迎
えているところであります。
本日はぜひ、清水幸彦君とのさまざまな思い出を語り
合う時間に、そしてあまり清水先生と交流がなかった
という方にはベテランメンバーの皆さまから、こう
いったお人柄だったのですよ、こういったエピソード
があったよ、というようなことをお聞きになっていた
だいて、ロータリー活動の糧にしていただければ幸い
と存じます。

本日は通常２時間ほどの夜間例会となっております
が、30分ほど時間を短縮して大きな催しもせず、ぜ
ひ個人との思い出やロータリーについて語り合う時間
にしていただければと思います。
おそらく清水先生は、湿っぽい時間はあまりお好みに
ならないのではないかと思います。笑顔で楽しい時間
を清水先生と一緒に過ごしていただける、そんな時間
にしていただければ幸いと存じます。
限られた時間ではありますが、本日一日、どうぞよろ
しくお願い申し上げます。

幹事報告　佐藤　貴之幹事
　皆さん、こんばんは。幹事報告になります。先週ご
案内いたしました「台北中央ロータリークラブ周年祝
賀会」の追加のご案内となります。先週ですが、私の
言葉足らず、説明不足が多くて、大変不安に思う方が
多くいらっしゃいましたので、私では少し不安という
ことで、工藤国際奉仕委員長に改めまして推奨案を作
成していただきました。皆さまにもこの推奨案を先日
ご案内させていただいております。
今の物価上昇、もしくは円安ということで、団体ツアー
はどうしても高額となってしまいますので、基本的に
はホテルと航空チケットは各自でご手配をお願いする
ところは変わっておりません。
本来は、釧路から台北へみんなで参加しようという基
本的な思いは例年と変わりありません。ぜひお時間の

ご都合つく方は工藤委員長が作成してくれた推奨案を
見ていただいて、飛行機とホテルのチケットを手配し
ていただければと思っております。
また今年度、台北中央ロータリーから釧路クラブに「余
興をやってくれ」というリクエストも来ております。
ぜひ皆さま、多くのご参加いただきまして台北中央
ロータリークラブに参加をしたいと思っております。
皆さま、多くのご参加をぜひよろしくお願いします。
幹事報告は以上となります。

クラブ運営委員長　得地　 哉委員長
　これより釧路ロー
タリークラブ会員
『故 清水幸彦パスト
ガバナーを偲んで』
を行います。ここで
改めまして、清水幸
彦パストガバナーに
謹んで哀悼の意を表し、黙とうを捧げたいと思います。
皆さま、ご起立ください。

（黙とう）

　黙とうを終わります。
皆さまご着席ください。
続きまして、後藤公貴会長よりクラブを代表して、故 
清水幸彦君への追悼の言葉を述べさせていただきま
す。

追悼の言葉　後藤　公貴会長
　清水幸彦君、昭和
４年１月１日、この
世に生を受け、宿命
であった医療の道を
志し、市立釧路総合
病院精神神経科医長
として運命ともいえ
る当地・釧路への赴任。そして昭和39年には清水桜ヶ
岡病院の開設。そこから始まる地域医療発展への貢献
はもとより、更生保護事業・社会福祉・スポーツ振興・
民間外交などその功績は枚挙にいとまがなく、さまざ
まな奉仕活動を通じて、まさに世のため、人のためを
使命としてその生涯を捧げてこられました。
1965 年 10 月７日、金子重徳君、渡辺泰男君の推薦
を受け、釧路ロータリークラブへご入会。入会申込書
に書かれた趣味は、山歩き・スキー・スケートそして
お酒少量、となっておりました。　　

1971-1972 年度クラブ幹事、1973-1974 年度クラブ
副会長、1974-1975 年度 45歳の時、当時は昭和生
まれで初めてのクラブ会長にご就任。クラブスローガ
ンは「釧路ロータリークラブの水準を全般的に向上さ
せよう」でした。会員数は 114 名であったそうです。
1979-1980 年度国際ロータリー第 250 地区第７分区
分区代理に就任。1981-1982 年度 52歳で国際ロー
タリー第 250 地区ガバナーへ就任。
以降、ＲＩや 2500 地区の要職を歴任され、国際大会
へは 16年連続でご参加するなどロータリー活動にお
いても多大な足跡を残されました。
さまざまな見識の中から、多くの後輩ロータリアンに
経験談やロータリーを楽しむことの喜びを語って下
さった方でありましたが、「ああしなさい、こうしな
さいといった命令や指図をされることは決してなかっ
た」と小船井修一パストガバナーが追悼文の中で語ら
れております。
　故人のそんな人柄や奥ゆかしさは、きっと釧路ロー
タリークラブの仲間の中ではぐくまれ、今もなお、私
の感じるこのクラブの清々しさとして脈々と流れ続け
ていると感じます。私たちの活動は地域社会への奉仕
とともに未来永劫続いております。われわれに多くの
学びと気付きを与えていただいた清水幸彦君への恩返
しは、故人のロータリー愛を忘れず、釧路ロータリー
クラブへの歴史と伝統を後世に紡いでいくことの他あ
りません。
この場でその決意を新たにしましょう。本日は特別な
催しは設けておりません。清水幸彦君が愛してやまな
かったこのクラブの雰囲気の中で、個人の大好きだっ
たお酒とともに思い出を語り合う時間にしてまいりた
いと思います。
宿命に生まれ、運命に挑み、使命に燃える本年６月５
日ご逝去、享年 94歳。充実されたであろう天寿を全
うされた清水幸彦君のご冥福を改めてお祈りし、哀悼
の意を表し結びといたします。
今夜は清水先生と一緒に多くを語り合いましょう。

クラブ運営委員長　得地　 哉委員長
ありがとうございました。続きまして、献杯を行いま
す。
献杯のご発声を吉田潤司パストガバナー、よろしくお
願いいたします。吉田潤司パストガバナーはご登壇く
ださい。
なお今夜は、清水幸彦パストガバナーのお好きだった
ワインで献杯したいと思います。　

献杯のご発声　吉田　潤司パストガバナー
　皆さん、こんばんは。今日は先生を偲ぶ例会に皆さ
んお集まりいただきまして本当にありがとうございま
す。

先生は、いま会長か
らお話がありました
とおり、今日で
110 日くらいにな
るのです。早いもの
で私も、皆さまもそ
うだと思うのです

が、ぽっかり穴が開いたままのような感じもいたしま
す。
先生とはガバナーということを通して随分いろんなこ
とを経験し、教えてもらいました。
私がロータリーに入りましたのが 1980 年。先生はそ
の時、ガバナーノミニーだったのです。それからエレ
クトになり、ガバナーになりました。その後、ガバナー
でいろいろやりました。
先生は釧路クラブからガバナーを出すことでは大変苦
労されたと言います。もともと釧路クラブはガバナー
を出すことではいつも紆余曲折がありました。先生が
なる前にも、前のガバナーノミニーになっていた方が
急逝したとか。その後、先生がガバナーになって 10
年ぐらい経ってからも、違う方がガバナーノミニーに
なったのですが、その時は奥様がガンになって亡く
なって、いろいろなことがあったりしました。
　先生は 52歳という若さでガバナーになりましたけ
ど、私の個人的な感想では、先生は若いということで
皆さんに本当に応援されていたことで妬まれた面もか
なりあると思います。お医者さんの中で、「なんであ
の若い人がそんな簡単にガバナーなって。俺がいるの
に」とか思っているぐらいもありまして、なかなか先
生はそういう意味では大変だったのではないかなと思
います。
当時は 2500 地区のガバナーというのはお医者さんが
多くて、北大の先生が多かったのですね。昔、私が先
生に聞いたことあるのですが、「釧路医師会の承認が
なければロータリーに入れない」と言われたこともあ
りまして、先生は若かった 45歳で会長になったので
すが、いろんなことが随分あったと思います。
先生がなった後、釧路クラブは約 20年間、ガバナー
が出ていなかったのです。先ほど言いましたとおり、
次にガバナーに決まった方奥さまが逝去されたことで
ずっとガバナーが出ていなくて、先生はよく「これだ
け会長がたくさんいるのだから、みんな候補者なのだ
けれどもな」とよく言いました。私が会長になった時
にも、清水先生から「吉田君、会長になった時は必ず
次年度の会長を選ぶのだけれど、その人には言って欲
しいんだ。あなたもガバナーの候補者だから」と言わ
れたこともあります。先生が「ガバナーを釧路クラブ
から出したいな」と随分希望されていたのですが、な
かなか上手くいかなかったのです。
私がクラブ事務所にクラブの重鎮の川口さんと二人で

夕方いた時に、めったにクラブの事務所の来ることの
ない清水先生が来て、私たち二人に「いま連絡があっ
たのだ。小船井君がガバナーノミニーになったんだ」
と言って、先生は本当に喜びまして、涙声みたいな感
じで「長年、20年待ってガバナーになった」。
その時、先生と重鎮の川口さんと３人で「一杯、飲み
ますか」と言って、よく行ったセントポーリアに行っ
て飲みました。先生がめったに歌わないカラオケを歌
いまして、清水次郎長の清水港を歌ったりして、スナッ
クのママさんが「先生、今日、何あったのですか」と
言ったのですが、これは内定の段階だったものですか
ら話すことができなくて。本当は、そこに小船井さん
も呼ぼうとしたのですが、私が「今日、小船井さんを
呼ばなかったのですか」と川口さんに聞いたら、「こ
れは内定の段階で、言うわけにはいかないんだ」とい
うことで内輪で飲んで、先生がとても喜んでいたこと
がありました。
その後、小船井さんがガバナーになったあと、釧路ク
ラブから次のガバナーが５年ぐらい後に出ると決まっ
て、私たちは地区事務所にも話をしたのですが、「誰
も出ていないから、大丈夫だ」ということで次の方も
職場の準備など全部できてからどんでん返しになり、
また他の方に取られたこともありました。それで、今
でもその時の恨みを持っている人もたくさんいるよう
な感じですが、そんなことがありました。過去に、ガ
バナーに立候補して、できなかったという人は二度と
ガバナーやっていないのです。私どものクラブにいた
その方も「もう、ガバナーはやらない」ということが
ありました。
それから小船井さんの後に 10年間釧路クラブから出
ていなくて、先生はいつも「釧路クラブは 2500 地区
のリーダークラブ。いろんな意味でリーダークラブな
んだ」と言っていました。私がいろいろとガバナーを
見ますと、やっぱり「どの地区にはガバナーが何人い
る？」「あのクラブには何人いる」と話はよく出るの
ですが釧路クラブから出ていなかったことで先生は本
当に辛かったと思います。
その頃から折にふれ先生が私にも「ガバナーの資格が
あるのだ」とか、いろいろ言っていました。私はそう
言う先生がそんなに苦しんでいるとは全く知らなかっ
たものですから、「いやいや、とんでもございません」
と逃げていたのですが逃げられなくなりまして、ガバ
ナーを立候補しました。
またここで、ちょっとどんでん返しを受けました。私
が出た 11月 30日までに地区事務所に報告を出さな
いといけないのですが、私より前に出した人がいて、
後か先かとなり、その方が「私の前にやる」と言いま
して、私はもうその時に「これで私はやらなくて済む」
と思ったら、先生からその後に私の気持ちを見透かし
たのか「もう、そういうことは絶対に言わないでくれ」

と言われまして、うちの女房も「先生がそう言ったん
だから、あんたはあきらめなさい。辞めるとか言わな
いで、やりなさい！」と言われ、やってよかったなと
思っています。先生が本当に最後に上手く繋げたこと、
ありがたいなと思います。
多分、先生は今ごろ天国で「釧路クラブよ、また不毛
の 10年、そういうのを作らないでくれ」言っている
と思うのです。
ガバナーはまた第 7分区からも選ばなきゃいけない
時期がもうすぐ来ます。多分４～５年でうちのクラブ
かどうかは別問題としても、なります。そういう時の
ためにもぜひ準備をしていただきたいなと思います。
いずれにしましても、先生はロータリーをこよなく愛
して、釧路クラブをこよなく愛した人です。先生は何
を聞いても、聞いたら全部教えてくれる方なのですが、
絶対、自分の方から「ああせ、こうせ」とは一言も言
わない方で、心の中には「釧路クラブよ、元気をもっ
て 2500 地区のリーダーになってほしい」といつも
言っていたと思います。先生がどういう釧路クラブに
なって欲しいか、ホントはそういう例会を開いて「先
生の釧路クラブへの希望や願いはなにか」という例会
があれば良かった。ただ、そういう例会を作っても、
そういう話は何も言わなかったと思います。先生はそ
ういう方だったと思います。最後までいつも釧路クラ
ブを温かく見ていてくれました。
その裏で、先生の熱い思いがあったということを皆さ
ま覚えていただきまして、うちのクラブが今のように
良いクラブで、元気のいいクラブであれば 2500 地区
で必ずずっとリーダーでいれると思います。クラブに
そういう意味で負けないように、これからも行ければ
と思います。どうぞ皆さん、先生の気持ちを汲んでお
願いをしたいと思います。
それでは献杯をしたいと思います。
「献杯」と言いますので、先生に「ありがとうござい
ました」ということで応対してもらえればと思います。
では、献杯。
（献杯）
ありがとうございました。

クラブ運営委員長　得地　 哉委員長
ありがとうございました。これより７月 25日に執り
行われました。お別れの会にて上映されました故人の
生前のご活躍を収めた映像をご覧いただきます。スク
リーンをご覧ください。
（お別れの会にて上映された故人の生前の活躍）
それでは、ここで清水幸彦がバナーとゆかりのあった
方々のうち、お二方よりご挨拶をいただきたいと思い
ます。
はじめに、小船井修一パストガバナー、よろしくお願
いします。小船井パストガバナー、ご登壇ください。

小船井修一パストガバナー
清水幸彦会員の横顔
ということで皆さん
見ておられると思い
ます。その中で追加
の情報を私の方で調
べてまいりましたの
でお伝えしたいと思

います。
清水先生は、釧路の人ではなくて小樽の人です。旧制
の小樽中学校、今の小樽潮陵高校、ここ名門ですよね。
その小樽中学校を卒業され、卒業は北海道大学ですが、
入学は北海道帝国大学医学部です。戦争時代は、専門
部というのがあったのです。専門部と医学部は違いま
して、専門部は４年か５年で終わるはずなのですが、
医学部は６年。先生はエリートでありました。
　先生のロータリーの業績はさまざまありますが、私
が把握しているお話を申しあげたいと思います。
会長代理って、皆さんご存知でしょうか。地区大会で、
偉そうに国際ロータリーの現況報告というスピーチを
する方です。今の国際ロータリーの会長のリ・プレゼ
ンティブ代理として登壇される方です。今年は、橋岡
久太郎という能の家元、千葉の人でパストガバナーが
紋別の地区大会の会長代理です。先生は会長代理を２
回やれています。しかし、２回は断っているのですよ。
合計４回、パストガバナーとして会長代理をする機会
がありましたが、２回断っています。それは私が先生
から直接聞きましたが、フィリピンともう１カ国、た
ぶん韓国だったと思います。海外のセブ地区大会だっ
たので「私、お断りしました」と。断ったものを含め
て４回の会長代理を経験、というかそういうチャンス
がありました。
もうひとつ、ガバナーが 1981 年ですからその４～５
年後、86年、87年だと思います。国際協議会という
のは皆さんご存じのとおり、ガバナーエレクトがガバ
ナーになるために研修を 1週間、その 1980 年代は
８日間の研修をガバナーエレクトは受けますが、その
当時フロリダで 1981 年にやっておりました。多分エ
バンストンの近くでの国際協議会だったと思います。
清水先生は国際協議会の研修リーダー。国際協議会の
研修リーダーというのは世界で 532 の地区がある中
で 34名が研修リーダーとして世界中から選ばれて、
日本からは 3名ないし 4名が選ばれます。国際ロー
タリーの研修リーダーとしてはこの地区内では歴史上
では４人しかおりません。その中の１人は道下先生、
私とか足立先生は別として、たった４人しかいないと
いうことです。
それから、これは２つあるのですが、自費で行かない
といけない会合が３つあります。世界大会、ロータリー
研究会、それから７月に開催されるガバナー・ガバナー

エレクト・ガバナーノミニー懇談会の３つの全世界的
な会合です。私の記憶では、先生は世界大会に 35回
くらい行っていると思います。
そして、もっとすごいのは、国際大会は５日間やるの
です。その中で皆出席しています。初日から最後まで
いる。それは旅行代理店の添乗員から「清水先生は最
後までいますよ」と必ず聞きます。私は１日目に行っ
て２日目はいないという状況でズボラな者なのです
が、こういう意味では先生はすごい経験をされている
と思います。　　　
それからもうひとつ、公的な立場として、1992 年だ
と思います。フランスのコート・ダジュールの先にあ
るイタリアと隣国のモナコという国があるのです。そ
こで開催された規定審議会（ＣＯＬ）の地区の代表議
員としてモナコで 1週間参加されております。
もうひとつお話申し上げておきたいのが、清水幸彦先
生はロータリー財団に（大山さん、どれぐらい寄付し
ていたっけ）15万ドルくらいかもしれないな。私は
何かの関係でもうちょっとなのですが、うちの地区で
は清水幸彦先生が最初の 10万ドルを超えたメジャー
ドナーだったことも皆さま、ご記憶していただければ
幸いであります。
そういう意味で本当に国際ロータリーの中でも活躍さ
れ、真面目に。そして、知っていますか、いつもポケッ
トに寝酒のウィスキーの瓶を入れているのです。世界
に行くときも日本国内旅行するにしても、寝酒でポ
ケットのウィスキーを飲みながら常に真面目に参加し
ていただいた清水先生を偲びながら、皆さん次の地区
大会ではちゃんと最後までいてください。
私は途中で帰りますけれどね。そういうところを報告
させていただいて、清水先生の真面目さと同時に自費
で活動するというのはすごく尊敬しているのです。と
いうのは、他人のお金で動くパストガバナーがいっぱ
いいるのです。それは、われわれのクラブじゃないで
すよ。簡単に言ったら「地区の金でどこかに行きたい」
「今度は韓国に行く、だったら地区の金を出せ」とか、
そういう中で清水先生は自費でしっかりと秩序を持ち
ながら、ロータリアンとして全うしたことを私は尊敬
しながら、皆さまと一緒に今日偲びたいと思います。
ご清聴ありがとうございます。

釧路ロータリー事務局員　大山　葉子さん
　さっきから心臓が
飛び出そうです。た
くさん思い出があっ
たはずなのですが考
えてみて、私の記憶
の許容量が少ないの
と、過去を振り返り
たくない願望の下、特にお話しできるエピソードを思

い出せないまま、ここに立っております。幹事からは
「ダラダラで良い」とお許しをいただいているのでよ
ろしくお願いいたします。
　まず思い出すのは、夜間例会でお酒があるときは、
遠い席からでもいつもニコニコしながら私の席に日本
酒を持って注ぎに来てくれました。これが一番の思い
出です。おいしいお酒をたっぷりいただいて、飲ませ
ていただいたので今は「酒豪」の称号をもらいました。
　皆さんも知っていると思いますが、先生はいつもお
しゃれで、スマートです。二次会や委員会などで会費
徴収の時に「会費をいただきます」と行くと、とって
も高級なスーツの内ポケットからすごくくたびれた封
筒が出てくるのです。その封筒の中から会費を払って
くれるのですが、それがいつもお財布をお持ちではな
くて、よれよれの封筒にお金を入れて来る。そのギャッ
プがすごく、素敵だなと反対に思っちゃいました。
　それから皆さんも思っていると思います。清水先生
の記憶力のすごさだと思います。いつ、どこの会かは
覚えていないのですが、先生が急なご指名で壇上に立
たれてご挨拶をした時に、すぐに「19○○年のどこで・
どこそこの会長が・こう仰いました」。そして英語で
パラパラとスピーチをして、その役をササッと行って、
それにすごくビックリして。
若い方は知らないと思いますが、帝人の会長で大屋政
子さんという超ミニのスカートをはいて、甲高い声で
「うちの父ちゃんはね」としゃべるおばちゃんがテレ
ビに出ていて、その人が黒柳徹子さんの「徹子の部屋」
の時に、「どこそこの国の、誰それという国王と 19○
○年に会って、こんな話をした」というのをテレビ見
ていて、子どものころに「何だ、このおばちゃん、た
だ者じゃないな」と思ったことがありました。清水先
生がその時に仰ったことを見て、「また、こういう人
に出会ってしまった」みたいな感じで、それ以来の衝
撃と驚きでした。
さらに、尾越さんが会長の時に、台北中央ロータリー
クラブと友好クラブ締結をして台湾にご一緒させてい
ただいたことがあって、泊まったホテルで朝食の時の
雑談の中で、清水先生が「このホテルは何年か前に泊
まったことがあって、僕は何階の〇〇号室だったね」
と言ったのです。えぇ―と思って。私なんか、帰る途
中で部屋の何号室かなんかもすっかり記憶から忘れて
いて、なにか物を忘れてホテルに電話したら、ホテル
の人から「何号室にお泊りですか」と聞かれてあたふ
たして、私は何号室に泊まったの、みたいな感じなの
ですが、清水先生の記憶力ってすごいなと思いました。
ですが昨日、たまたま工藤さんが事務局に来られて、
「清水先生の記憶力ってすごかったですよね」と話を
した時に、工藤さんが「いや」って言いました。先ほ
どの追悼のビデオを作る時に、アルバムをお借りして
編集したのだけれども、そのアルバムは、いろいろな

写真にしっかり「何年の、何処で撮影したもの」とい
うメモ書きがあって、そのアルバムも何回も開いた跡
があるように角が取れているアルバムだったので、そ
れなりに清水先生はきっと復習していたんだと思う、
と仰っていたのです。
改めて清水先生って、ただの天才じゃなく、努力もさ
れていた方なのだな、とつくづく感じました。素晴ら
しい方だったなと思います。
短いのですが、これが私の中の清水先生です。
皆さんそれぞれに、清水先生との思い出もあり、それ
がすべて清水先生なのだと思います。
拙いお話ですがこれで私お話は終わらせていただきま
す。失礼します。

クラブ運営委員長　得地　 哉委員長
　清水幸彦パストガバナーとの思い出も尽きないと思
いますが、そろそろ時間となりました。最後に「手に
手をつないで」で清水幸彦パストガバナーをお送りし
たいと思います。皆さま正面ステージに向かって清水
幸彦パストガバナーを囲むように半円形になって手を
つないでください。よろしくお願いいたします。円じゃ
なく、半円形で囲むようにお願いします。

（手に手をつないで）

閉会の言葉　樋口　貴広副会長
　私がロータリーに
入会して間もなくで
す。その時、ロータ
リーのことはもちろ
ん何も知らなかった
です。年齢的にもま
だ若かったのですけ
れど、そんな私にでも、清水先生は優しく話しかけて
くれました。その後、私もロータリーの役割を担うよ
うになりますと、清水先生は「樋口さん、お疲れさま
ですね」「樋口さん、ありがとうございます」とねぎ
らいの言葉をかけてくださいました。そんな先生がい
たからこそ、この釧路クラブがなんとも居心地のいい
クラブであるのではないかと思っています。
私は、残念ながら清水先生のようなロータリアンには
なれないと思っております。ですが、この釧路クラブ
の雰囲気、そして居心地の良さを守り、今後につなげ
ていくことはできると思っております。
改めまして、清水幸彦パストガバナーへの感謝を申し
上げるとともに、心よりご冥福をお祈りして私からの
挨拶とさせていただきます。ありがとうございました。

クラブ運営委員長　得地　 哉委員長
ありがとうございました。これをもちまして「釧路ロー

タリークラブ会員・故 清水幸彦君を偲んで」を閉会
いたします。
皆さま、本日は誠にありがとうございました。
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　　　　　　　　　　後藤　公貴会長
　皆さま、こんばん
は。本日は『故 清
水幸彦君を偲んで』
という故人を追悼す
る例会となっており
ます。私がいろいろ
な方にお聞きしたと
ころ、会員・故人を追悼する趣旨の例会は恐らく初め
てだろうというのが私の認識であります。
皆さま、ご存じのとおり清水幸彦君は、この地域医療
への貢献、また地域社会への奉仕活動への足跡、そし
てロータリークラブではこの釧路ロータリークラブは
もちろん、国際ロータリー、そして第 2500 地区に、
財団への寄付などなど大きな輝きを残していただいた
と私は考えております。
そんな私の思いを理事会の皆さまにお伝えをさせてい
ただいて、理事会にご承認いただき、本日この日を迎
えているところであります。
本日はぜひ、清水幸彦君とのさまざまな思い出を語り
合う時間に、そしてあまり清水先生と交流がなかった
という方にはベテランメンバーの皆さまから、こう
いったお人柄だったのですよ、こういったエピソード
があったよ、というようなことをお聞きになっていた
だいて、ロータリー活動の糧にしていただければ幸い
と存じます。

本日は通常２時間ほどの夜間例会となっております
が、30分ほど時間を短縮して大きな催しもせず、ぜ
ひ個人との思い出やロータリーについて語り合う時間
にしていただければと思います。
おそらく清水先生は、湿っぽい時間はあまりお好みに
ならないのではないかと思います。笑顔で楽しい時間
を清水先生と一緒に過ごしていただける、そんな時間
にしていただければ幸いと存じます。
限られた時間ではありますが、本日一日、どうぞよろ
しくお願い申し上げます。

幹事報告　佐藤　貴之幹事
　皆さん、こんばんは。幹事報告になります。先週ご
案内いたしました「台北中央ロータリークラブ周年祝
賀会」の追加のご案内となります。先週ですが、私の
言葉足らず、説明不足が多くて、大変不安に思う方が
多くいらっしゃいましたので、私では少し不安という
ことで、工藤国際奉仕委員長に改めまして推奨案を作
成していただきました。皆さまにもこの推奨案を先日
ご案内させていただいております。
今の物価上昇、もしくは円安ということで、団体ツアー
はどうしても高額となってしまいますので、基本的に
はホテルと航空チケットは各自でご手配をお願いする
ところは変わっておりません。
本来は、釧路から台北へみんなで参加しようという基
本的な思いは例年と変わりありません。ぜひお時間の

ご都合つく方は工藤委員長が作成してくれた推奨案を
見ていただいて、飛行機とホテルのチケットを手配し
ていただければと思っております。
また今年度、台北中央ロータリーから釧路クラブに「余
興をやってくれ」というリクエストも来ております。
ぜひ皆さま、多くのご参加いただきまして台北中央
ロータリークラブに参加をしたいと思っております。
皆さま、多くのご参加をぜひよろしくお願いします。
幹事報告は以上となります。

クラブ運営委員長　得地　 哉委員長
　これより釧路ロー
タリークラブ会員
『故 清水幸彦パスト
ガバナーを偲んで』
を行います。ここで
改めまして、清水幸
彦パストガバナーに
謹んで哀悼の意を表し、黙とうを捧げたいと思います。
皆さま、ご起立ください。

（黙とう）

　黙とうを終わります。
皆さまご着席ください。
続きまして、後藤公貴会長よりクラブを代表して、故 
清水幸彦君への追悼の言葉を述べさせていただきま
す。

追悼の言葉　後藤　公貴会長
　清水幸彦君、昭和
４年１月１日、この
世に生を受け、宿命
であった医療の道を
志し、市立釧路総合
病院精神神経科医長
として運命ともいえ
る当地・釧路への赴任。そして昭和39年には清水桜ヶ
岡病院の開設。そこから始まる地域医療発展への貢献
はもとより、更生保護事業・社会福祉・スポーツ振興・
民間外交などその功績は枚挙にいとまがなく、さまざ
まな奉仕活動を通じて、まさに世のため、人のためを
使命としてその生涯を捧げてこられました。
1965 年 10 月７日、金子重徳君、渡辺泰男君の推薦
を受け、釧路ロータリークラブへご入会。入会申込書
に書かれた趣味は、山歩き・スキー・スケートそして
お酒少量、となっておりました。　　

1971-1972 年度クラブ幹事、1973-1974 年度クラブ
副会長、1974-1975 年度 45歳の時、当時は昭和生
まれで初めてのクラブ会長にご就任。クラブスローガ
ンは「釧路ロータリークラブの水準を全般的に向上さ
せよう」でした。会員数は 114 名であったそうです。
1979-1980 年度国際ロータリー第 250 地区第７分区
分区代理に就任。1981-1982 年度 52歳で国際ロー
タリー第 250 地区ガバナーへ就任。
以降、ＲＩや 2500 地区の要職を歴任され、国際大会
へは 16年連続でご参加するなどロータリー活動にお
いても多大な足跡を残されました。
さまざまな見識の中から、多くの後輩ロータリアンに
経験談やロータリーを楽しむことの喜びを語って下
さった方でありましたが、「ああしなさい、こうしな
さいといった命令や指図をされることは決してなかっ
た」と小船井修一パストガバナーが追悼文の中で語ら
れております。
　故人のそんな人柄や奥ゆかしさは、きっと釧路ロー
タリークラブの仲間の中ではぐくまれ、今もなお、私
の感じるこのクラブの清々しさとして脈々と流れ続け
ていると感じます。私たちの活動は地域社会への奉仕
とともに未来永劫続いております。われわれに多くの
学びと気付きを与えていただいた清水幸彦君への恩返
しは、故人のロータリー愛を忘れず、釧路ロータリー
クラブへの歴史と伝統を後世に紡いでいくことの他あ
りません。
この場でその決意を新たにしましょう。本日は特別な
催しは設けておりません。清水幸彦君が愛してやまな
かったこのクラブの雰囲気の中で、個人の大好きだっ
たお酒とともに思い出を語り合う時間にしてまいりた
いと思います。
宿命に生まれ、運命に挑み、使命に燃える本年６月５
日ご逝去、享年 94歳。充実されたであろう天寿を全
うされた清水幸彦君のご冥福を改めてお祈りし、哀悼
の意を表し結びといたします。
今夜は清水先生と一緒に多くを語り合いましょう。

クラブ運営委員長　得地　 哉委員長
ありがとうございました。続きまして、献杯を行いま
す。
献杯のご発声を吉田潤司パストガバナー、よろしくお
願いいたします。吉田潤司パストガバナーはご登壇く
ださい。
なお今夜は、清水幸彦パストガバナーのお好きだった
ワインで献杯したいと思います。　

献杯のご発声　吉田　潤司パストガバナー
　皆さん、こんばんは。今日は先生を偲ぶ例会に皆さ
んお集まりいただきまして本当にありがとうございま
す。

先生は、いま会長か
らお話がありました
とおり、今日で
110 日くらいにな
るのです。早いもの
で私も、皆さまもそ
うだと思うのです

が、ぽっかり穴が開いたままのような感じもいたしま
す。
先生とはガバナーということを通して随分いろんなこ
とを経験し、教えてもらいました。
私がロータリーに入りましたのが 1980 年。先生はそ
の時、ガバナーノミニーだったのです。それからエレ
クトになり、ガバナーになりました。その後、ガバナー
でいろいろやりました。
先生は釧路クラブからガバナーを出すことでは大変苦
労されたと言います。もともと釧路クラブはガバナー
を出すことではいつも紆余曲折がありました。先生が
なる前にも、前のガバナーノミニーになっていた方が
急逝したとか。その後、先生がガバナーになって 10
年ぐらい経ってからも、違う方がガバナーノミニーに
なったのですが、その時は奥様がガンになって亡く
なって、いろいろなことがあったりしました。
　先生は 52歳という若さでガバナーになりましたけ
ど、私の個人的な感想では、先生は若いということで
皆さんに本当に応援されていたことで妬まれた面もか
なりあると思います。お医者さんの中で、「なんであ
の若い人がそんな簡単にガバナーなって。俺がいるの
に」とか思っているぐらいもありまして、なかなか先
生はそういう意味では大変だったのではないかなと思
います。
当時は 2500 地区のガバナーというのはお医者さんが
多くて、北大の先生が多かったのですね。昔、私が先
生に聞いたことあるのですが、「釧路医師会の承認が
なければロータリーに入れない」と言われたこともあ
りまして、先生は若かった 45歳で会長になったので
すが、いろんなことが随分あったと思います。
先生がなった後、釧路クラブは約 20年間、ガバナー
が出ていなかったのです。先ほど言いましたとおり、
次にガバナーに決まった方奥さまが逝去されたことで
ずっとガバナーが出ていなくて、先生はよく「これだ
け会長がたくさんいるのだから、みんな候補者なのだ
けれどもな」とよく言いました。私が会長になった時
にも、清水先生から「吉田君、会長になった時は必ず
次年度の会長を選ぶのだけれど、その人には言って欲
しいんだ。あなたもガバナーの候補者だから」と言わ
れたこともあります。先生が「ガバナーを釧路クラブ
から出したいな」と随分希望されていたのですが、な
かなか上手くいかなかったのです。
私がクラブ事務所にクラブの重鎮の川口さんと二人で

夕方いた時に、めったにクラブの事務所の来ることの
ない清水先生が来て、私たち二人に「いま連絡があっ
たのだ。小船井君がガバナーノミニーになったんだ」
と言って、先生は本当に喜びまして、涙声みたいな感
じで「長年、20年待ってガバナーになった」。
その時、先生と重鎮の川口さんと３人で「一杯、飲み
ますか」と言って、よく行ったセントポーリアに行っ
て飲みました。先生がめったに歌わないカラオケを歌
いまして、清水次郎長の清水港を歌ったりして、スナッ
クのママさんが「先生、今日、何あったのですか」と
言ったのですが、これは内定の段階だったものですか
ら話すことができなくて。本当は、そこに小船井さん
も呼ぼうとしたのですが、私が「今日、小船井さんを
呼ばなかったのですか」と川口さんに聞いたら、「こ
れは内定の段階で、言うわけにはいかないんだ」とい
うことで内輪で飲んで、先生がとても喜んでいたこと
がありました。
その後、小船井さんがガバナーになったあと、釧路ク
ラブから次のガバナーが５年ぐらい後に出ると決まっ
て、私たちは地区事務所にも話をしたのですが、「誰
も出ていないから、大丈夫だ」ということで次の方も
職場の準備など全部できてからどんでん返しになり、
また他の方に取られたこともありました。それで、今
でもその時の恨みを持っている人もたくさんいるよう
な感じですが、そんなことがありました。過去に、ガ
バナーに立候補して、できなかったという人は二度と
ガバナーやっていないのです。私どものクラブにいた
その方も「もう、ガバナーはやらない」ということが
ありました。
それから小船井さんの後に 10年間釧路クラブから出
ていなくて、先生はいつも「釧路クラブは 2500 地区
のリーダークラブ。いろんな意味でリーダークラブな
んだ」と言っていました。私がいろいろとガバナーを
見ますと、やっぱり「どの地区にはガバナーが何人い
る？」「あのクラブには何人いる」と話はよく出るの
ですが釧路クラブから出ていなかったことで先生は本
当に辛かったと思います。
その頃から折にふれ先生が私にも「ガバナーの資格が
あるのだ」とか、いろいろ言っていました。私はそう
言う先生がそんなに苦しんでいるとは全く知らなかっ
たものですから、「いやいや、とんでもございません」
と逃げていたのですが逃げられなくなりまして、ガバ
ナーを立候補しました。
またここで、ちょっとどんでん返しを受けました。私
が出た 11月 30日までに地区事務所に報告を出さな
いといけないのですが、私より前に出した人がいて、
後か先かとなり、その方が「私の前にやる」と言いま
して、私はもうその時に「これで私はやらなくて済む」
と思ったら、先生からその後に私の気持ちを見透かし
たのか「もう、そういうことは絶対に言わないでくれ」

と言われまして、うちの女房も「先生がそう言ったん
だから、あんたはあきらめなさい。辞めるとか言わな
いで、やりなさい！」と言われ、やってよかったなと
思っています。先生が本当に最後に上手く繋げたこと、
ありがたいなと思います。
多分、先生は今ごろ天国で「釧路クラブよ、また不毛
の 10年、そういうのを作らないでくれ」言っている
と思うのです。
ガバナーはまた第 7分区からも選ばなきゃいけない
時期がもうすぐ来ます。多分４～５年でうちのクラブ
かどうかは別問題としても、なります。そういう時の
ためにもぜひ準備をしていただきたいなと思います。
いずれにしましても、先生はロータリーをこよなく愛
して、釧路クラブをこよなく愛した人です。先生は何
を聞いても、聞いたら全部教えてくれる方なのですが、
絶対、自分の方から「ああせ、こうせ」とは一言も言
わない方で、心の中には「釧路クラブよ、元気をもっ
て 2500 地区のリーダーになってほしい」といつも
言っていたと思います。先生がどういう釧路クラブに
なって欲しいか、ホントはそういう例会を開いて「先
生の釧路クラブへの希望や願いはなにか」という例会
があれば良かった。ただ、そういう例会を作っても、
そういう話は何も言わなかったと思います。先生はそ
ういう方だったと思います。最後までいつも釧路クラ
ブを温かく見ていてくれました。
その裏で、先生の熱い思いがあったということを皆さ
ま覚えていただきまして、うちのクラブが今のように
良いクラブで、元気のいいクラブであれば 2500 地区
で必ずずっとリーダーでいれると思います。クラブに
そういう意味で負けないように、これからも行ければ
と思います。どうぞ皆さん、先生の気持ちを汲んでお
願いをしたいと思います。
それでは献杯をしたいと思います。
「献杯」と言いますので、先生に「ありがとうござい
ました」ということで応対してもらえればと思います。
では、献杯。
（献杯）
ありがとうございました。

クラブ運営委員長　得地　 哉委員長
ありがとうございました。これより７月 25日に執り
行われました。お別れの会にて上映されました故人の
生前のご活躍を収めた映像をご覧いただきます。スク
リーンをご覧ください。
（お別れの会にて上映された故人の生前の活躍）
それでは、ここで清水幸彦がバナーとゆかりのあった
方々のうち、お二方よりご挨拶をいただきたいと思い
ます。
はじめに、小船井修一パストガバナー、よろしくお願
いします。小船井パストガバナー、ご登壇ください。

小船井修一パストガバナー
清水幸彦会員の横顔
ということで皆さん
見ておられると思い
ます。その中で追加
の情報を私の方で調
べてまいりましたの
でお伝えしたいと思

います。
清水先生は、釧路の人ではなくて小樽の人です。旧制
の小樽中学校、今の小樽潮陵高校、ここ名門ですよね。
その小樽中学校を卒業され、卒業は北海道大学ですが、
入学は北海道帝国大学医学部です。戦争時代は、専門
部というのがあったのです。専門部と医学部は違いま
して、専門部は４年か５年で終わるはずなのですが、
医学部は６年。先生はエリートでありました。
　先生のロータリーの業績はさまざまありますが、私
が把握しているお話を申しあげたいと思います。
会長代理って、皆さんご存知でしょうか。地区大会で、
偉そうに国際ロータリーの現況報告というスピーチを
する方です。今の国際ロータリーの会長のリ・プレゼ
ンティブ代理として登壇される方です。今年は、橋岡
久太郎という能の家元、千葉の人でパストガバナーが
紋別の地区大会の会長代理です。先生は会長代理を２
回やれています。しかし、２回は断っているのですよ。
合計４回、パストガバナーとして会長代理をする機会
がありましたが、２回断っています。それは私が先生
から直接聞きましたが、フィリピンともう１カ国、た
ぶん韓国だったと思います。海外のセブ地区大会だっ
たので「私、お断りしました」と。断ったものを含め
て４回の会長代理を経験、というかそういうチャンス
がありました。
もうひとつ、ガバナーが 1981 年ですからその４～５
年後、86年、87年だと思います。国際協議会という
のは皆さんご存じのとおり、ガバナーエレクトがガバ
ナーになるために研修を 1週間、その 1980 年代は
８日間の研修をガバナーエレクトは受けますが、その
当時フロリダで 1981 年にやっておりました。多分エ
バンストンの近くでの国際協議会だったと思います。
清水先生は国際協議会の研修リーダー。国際協議会の
研修リーダーというのは世界で 532 の地区がある中
で 34名が研修リーダーとして世界中から選ばれて、
日本からは 3名ないし 4名が選ばれます。国際ロー
タリーの研修リーダーとしてはこの地区内では歴史上
では４人しかおりません。その中の１人は道下先生、
私とか足立先生は別として、たった４人しかいないと
いうことです。
それから、これは２つあるのですが、自費で行かない
といけない会合が３つあります。世界大会、ロータリー
研究会、それから７月に開催されるガバナー・ガバナー

エレクト・ガバナーノミニー懇談会の３つの全世界的
な会合です。私の記憶では、先生は世界大会に 35回
くらい行っていると思います。
そして、もっとすごいのは、国際大会は５日間やるの
です。その中で皆出席しています。初日から最後まで
いる。それは旅行代理店の添乗員から「清水先生は最
後までいますよ」と必ず聞きます。私は１日目に行っ
て２日目はいないという状況でズボラな者なのです
が、こういう意味では先生はすごい経験をされている
と思います。　　　
それからもうひとつ、公的な立場として、1992 年だ
と思います。フランスのコート・ダジュールの先にあ
るイタリアと隣国のモナコという国があるのです。そ
こで開催された規定審議会（ＣＯＬ）の地区の代表議
員としてモナコで 1週間参加されております。
もうひとつお話申し上げておきたいのが、清水幸彦先
生はロータリー財団に（大山さん、どれぐらい寄付し
ていたっけ）15万ドルくらいかもしれないな。私は
何かの関係でもうちょっとなのですが、うちの地区で
は清水幸彦先生が最初の 10万ドルを超えたメジャー
ドナーだったことも皆さま、ご記憶していただければ
幸いであります。
そういう意味で本当に国際ロータリーの中でも活躍さ
れ、真面目に。そして、知っていますか、いつもポケッ
トに寝酒のウィスキーの瓶を入れているのです。世界
に行くときも日本国内旅行するにしても、寝酒でポ
ケットのウィスキーを飲みながら常に真面目に参加し
ていただいた清水先生を偲びながら、皆さん次の地区
大会ではちゃんと最後までいてください。
私は途中で帰りますけれどね。そういうところを報告
させていただいて、清水先生の真面目さと同時に自費
で活動するというのはすごく尊敬しているのです。と
いうのは、他人のお金で動くパストガバナーがいっぱ
いいるのです。それは、われわれのクラブじゃないで
すよ。簡単に言ったら「地区の金でどこかに行きたい」
「今度は韓国に行く、だったら地区の金を出せ」とか、
そういう中で清水先生は自費でしっかりと秩序を持ち
ながら、ロータリアンとして全うしたことを私は尊敬
しながら、皆さまと一緒に今日偲びたいと思います。
ご清聴ありがとうございます。

釧路ロータリー事務局員　大山　葉子さん
　さっきから心臓が
飛び出そうです。た
くさん思い出があっ
たはずなのですが考
えてみて、私の記憶
の許容量が少ないの
と、過去を振り返り
たくない願望の下、特にお話しできるエピソードを思

い出せないまま、ここに立っております。幹事からは
「ダラダラで良い」とお許しをいただいているのでよ
ろしくお願いいたします。
　まず思い出すのは、夜間例会でお酒があるときは、
遠い席からでもいつもニコニコしながら私の席に日本
酒を持って注ぎに来てくれました。これが一番の思い
出です。おいしいお酒をたっぷりいただいて、飲ませ
ていただいたので今は「酒豪」の称号をもらいました。
　皆さんも知っていると思いますが、先生はいつもお
しゃれで、スマートです。二次会や委員会などで会費
徴収の時に「会費をいただきます」と行くと、とって
も高級なスーツの内ポケットからすごくくたびれた封
筒が出てくるのです。その封筒の中から会費を払って
くれるのですが、それがいつもお財布をお持ちではな
くて、よれよれの封筒にお金を入れて来る。そのギャッ
プがすごく、素敵だなと反対に思っちゃいました。
　それから皆さんも思っていると思います。清水先生
の記憶力のすごさだと思います。いつ、どこの会かは
覚えていないのですが、先生が急なご指名で壇上に立
たれてご挨拶をした時に、すぐに「19○○年のどこで・
どこそこの会長が・こう仰いました」。そして英語で
パラパラとスピーチをして、その役をササッと行って、
それにすごくビックリして。
若い方は知らないと思いますが、帝人の会長で大屋政
子さんという超ミニのスカートをはいて、甲高い声で
「うちの父ちゃんはね」としゃべるおばちゃんがテレ
ビに出ていて、その人が黒柳徹子さんの「徹子の部屋」
の時に、「どこそこの国の、誰それという国王と 19○
○年に会って、こんな話をした」というのをテレビ見
ていて、子どものころに「何だ、このおばちゃん、た
だ者じゃないな」と思ったことがありました。清水先
生がその時に仰ったことを見て、「また、こういう人
に出会ってしまった」みたいな感じで、それ以来の衝
撃と驚きでした。
さらに、尾越さんが会長の時に、台北中央ロータリー
クラブと友好クラブ締結をして台湾にご一緒させてい
ただいたことがあって、泊まったホテルで朝食の時の
雑談の中で、清水先生が「このホテルは何年か前に泊
まったことがあって、僕は何階の〇〇号室だったね」
と言ったのです。えぇ―と思って。私なんか、帰る途
中で部屋の何号室かなんかもすっかり記憶から忘れて
いて、なにか物を忘れてホテルに電話したら、ホテル
の人から「何号室にお泊りですか」と聞かれてあたふ
たして、私は何号室に泊まったの、みたいな感じなの
ですが、清水先生の記憶力ってすごいなと思いました。
ですが昨日、たまたま工藤さんが事務局に来られて、
「清水先生の記憶力ってすごかったですよね」と話を
した時に、工藤さんが「いや」って言いました。先ほ
どの追悼のビデオを作る時に、アルバムをお借りして
編集したのだけれども、そのアルバムは、いろいろな

写真にしっかり「何年の、何処で撮影したもの」とい
うメモ書きがあって、そのアルバムも何回も開いた跡
があるように角が取れているアルバムだったので、そ
れなりに清水先生はきっと復習していたんだと思う、
と仰っていたのです。
改めて清水先生って、ただの天才じゃなく、努力もさ
れていた方なのだな、とつくづく感じました。素晴ら
しい方だったなと思います。
短いのですが、これが私の中の清水先生です。
皆さんそれぞれに、清水先生との思い出もあり、それ
がすべて清水先生なのだと思います。
拙いお話ですがこれで私お話は終わらせていただきま
す。失礼します。

クラブ運営委員長　得地　 哉委員長
　清水幸彦パストガバナーとの思い出も尽きないと思
いますが、そろそろ時間となりました。最後に「手に
手をつないで」で清水幸彦パストガバナーをお送りし
たいと思います。皆さま正面ステージに向かって清水
幸彦パストガバナーを囲むように半円形になって手を
つないでください。よろしくお願いいたします。円じゃ
なく、半円形で囲むようにお願いします。

（手に手をつないで）

閉会の言葉　樋口　貴広副会長
　私がロータリーに
入会して間もなくで
す。その時、ロータ
リーのことはもちろ
ん何も知らなかった
です。年齢的にもま
だ若かったのですけ
れど、そんな私にでも、清水先生は優しく話しかけて
くれました。その後、私もロータリーの役割を担うよ
うになりますと、清水先生は「樋口さん、お疲れさま
ですね」「樋口さん、ありがとうございます」とねぎ
らいの言葉をかけてくださいました。そんな先生がい
たからこそ、この釧路クラブがなんとも居心地のいい
クラブであるのではないかと思っています。
私は、残念ながら清水先生のようなロータリアンには
なれないと思っております。ですが、この釧路クラブ
の雰囲気、そして居心地の良さを守り、今後につなげ
ていくことはできると思っております。
改めまして、清水幸彦パストガバナーへの感謝を申し
上げるとともに、心よりご冥福をお祈りして私からの
挨拶とさせていただきます。ありがとうございました。

クラブ運営委員長　得地　 哉委員長
ありがとうございました。これをもちまして「釧路ロー

タリークラブ会員・故 清水幸彦君を偲んで」を閉会
いたします。
皆さま、本日は誠にありがとうございました。
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　　　　　　　　　　後藤　公貴会長
　皆さま、こんばん
は。本日は『故 清
水幸彦君を偲んで』
という故人を追悼す
る例会となっており
ます。私がいろいろ
な方にお聞きしたと
ころ、会員・故人を追悼する趣旨の例会は恐らく初め
てだろうというのが私の認識であります。
皆さま、ご存じのとおり清水幸彦君は、この地域医療
への貢献、また地域社会への奉仕活動への足跡、そし
てロータリークラブではこの釧路ロータリークラブは
もちろん、国際ロータリー、そして第 2500 地区に、
財団への寄付などなど大きな輝きを残していただいた
と私は考えております。
そんな私の思いを理事会の皆さまにお伝えをさせてい
ただいて、理事会にご承認いただき、本日この日を迎
えているところであります。
本日はぜひ、清水幸彦君とのさまざまな思い出を語り
合う時間に、そしてあまり清水先生と交流がなかった
という方にはベテランメンバーの皆さまから、こう
いったお人柄だったのですよ、こういったエピソード
があったよ、というようなことをお聞きになっていた
だいて、ロータリー活動の糧にしていただければ幸い
と存じます。

本日は通常２時間ほどの夜間例会となっております
が、30分ほど時間を短縮して大きな催しもせず、ぜ
ひ個人との思い出やロータリーについて語り合う時間
にしていただければと思います。
おそらく清水先生は、湿っぽい時間はあまりお好みに
ならないのではないかと思います。笑顔で楽しい時間
を清水先生と一緒に過ごしていただける、そんな時間
にしていただければ幸いと存じます。
限られた時間ではありますが、本日一日、どうぞよろ
しくお願い申し上げます。

幹事報告　佐藤　貴之幹事
　皆さん、こんばんは。幹事報告になります。先週ご
案内いたしました「台北中央ロータリークラブ周年祝
賀会」の追加のご案内となります。先週ですが、私の
言葉足らず、説明不足が多くて、大変不安に思う方が
多くいらっしゃいましたので、私では少し不安という
ことで、工藤国際奉仕委員長に改めまして推奨案を作
成していただきました。皆さまにもこの推奨案を先日
ご案内させていただいております。
今の物価上昇、もしくは円安ということで、団体ツアー
はどうしても高額となってしまいますので、基本的に
はホテルと航空チケットは各自でご手配をお願いする
ところは変わっておりません。
本来は、釧路から台北へみんなで参加しようという基
本的な思いは例年と変わりありません。ぜひお時間の

ご都合つく方は工藤委員長が作成してくれた推奨案を
見ていただいて、飛行機とホテルのチケットを手配し
ていただければと思っております。
また今年度、台北中央ロータリーから釧路クラブに「余
興をやってくれ」というリクエストも来ております。
ぜひ皆さま、多くのご参加いただきまして台北中央
ロータリークラブに参加をしたいと思っております。
皆さま、多くのご参加をぜひよろしくお願いします。
幹事報告は以上となります。

クラブ運営委員長　得地　 哉委員長
　これより釧路ロー
タリークラブ会員
『故 清水幸彦パスト
ガバナーを偲んで』
を行います。ここで
改めまして、清水幸
彦パストガバナーに
謹んで哀悼の意を表し、黙とうを捧げたいと思います。
皆さま、ご起立ください。

（黙とう）

　黙とうを終わります。
皆さまご着席ください。
続きまして、後藤公貴会長よりクラブを代表して、故 
清水幸彦君への追悼の言葉を述べさせていただきま
す。

追悼の言葉　後藤　公貴会長
　清水幸彦君、昭和
４年１月１日、この
世に生を受け、宿命
であった医療の道を
志し、市立釧路総合
病院精神神経科医長
として運命ともいえ
る当地・釧路への赴任。そして昭和39年には清水桜ヶ
岡病院の開設。そこから始まる地域医療発展への貢献
はもとより、更生保護事業・社会福祉・スポーツ振興・
民間外交などその功績は枚挙にいとまがなく、さまざ
まな奉仕活動を通じて、まさに世のため、人のためを
使命としてその生涯を捧げてこられました。
1965 年 10 月７日、金子重徳君、渡辺泰男君の推薦
を受け、釧路ロータリークラブへご入会。入会申込書
に書かれた趣味は、山歩き・スキー・スケートそして
お酒少量、となっておりました。　　

1971-1972 年度クラブ幹事、1973-1974 年度クラブ
副会長、1974-1975 年度 45歳の時、当時は昭和生
まれで初めてのクラブ会長にご就任。クラブスローガ
ンは「釧路ロータリークラブの水準を全般的に向上さ
せよう」でした。会員数は 114 名であったそうです。
1979-1980 年度国際ロータリー第 250 地区第７分区
分区代理に就任。1981-1982 年度 52歳で国際ロー
タリー第 250 地区ガバナーへ就任。
以降、ＲＩや 2500 地区の要職を歴任され、国際大会
へは 16年連続でご参加するなどロータリー活動にお
いても多大な足跡を残されました。
さまざまな見識の中から、多くの後輩ロータリアンに
経験談やロータリーを楽しむことの喜びを語って下
さった方でありましたが、「ああしなさい、こうしな
さいといった命令や指図をされることは決してなかっ
た」と小船井修一パストガバナーが追悼文の中で語ら
れております。
　故人のそんな人柄や奥ゆかしさは、きっと釧路ロー
タリークラブの仲間の中ではぐくまれ、今もなお、私
の感じるこのクラブの清々しさとして脈々と流れ続け
ていると感じます。私たちの活動は地域社会への奉仕
とともに未来永劫続いております。われわれに多くの
学びと気付きを与えていただいた清水幸彦君への恩返
しは、故人のロータリー愛を忘れず、釧路ロータリー
クラブへの歴史と伝統を後世に紡いでいくことの他あ
りません。
この場でその決意を新たにしましょう。本日は特別な
催しは設けておりません。清水幸彦君が愛してやまな
かったこのクラブの雰囲気の中で、個人の大好きだっ
たお酒とともに思い出を語り合う時間にしてまいりた
いと思います。
宿命に生まれ、運命に挑み、使命に燃える本年６月５
日ご逝去、享年 94歳。充実されたであろう天寿を全
うされた清水幸彦君のご冥福を改めてお祈りし、哀悼
の意を表し結びといたします。
今夜は清水先生と一緒に多くを語り合いましょう。

クラブ運営委員長　得地　 哉委員長
ありがとうございました。続きまして、献杯を行いま
す。
献杯のご発声を吉田潤司パストガバナー、よろしくお
願いいたします。吉田潤司パストガバナーはご登壇く
ださい。
なお今夜は、清水幸彦パストガバナーのお好きだった
ワインで献杯したいと思います。　

献杯のご発声　吉田　潤司パストガバナー
　皆さん、こんばんは。今日は先生を偲ぶ例会に皆さ
んお集まりいただきまして本当にありがとうございま
す。

先生は、いま会長か
らお話がありました
とおり、今日で
110 日くらいにな
るのです。早いもの
で私も、皆さまもそ
うだと思うのです

が、ぽっかり穴が開いたままのような感じもいたしま
す。
先生とはガバナーということを通して随分いろんなこ
とを経験し、教えてもらいました。
私がロータリーに入りましたのが 1980 年。先生はそ
の時、ガバナーノミニーだったのです。それからエレ
クトになり、ガバナーになりました。その後、ガバナー
でいろいろやりました。
先生は釧路クラブからガバナーを出すことでは大変苦
労されたと言います。もともと釧路クラブはガバナー
を出すことではいつも紆余曲折がありました。先生が
なる前にも、前のガバナーノミニーになっていた方が
急逝したとか。その後、先生がガバナーになって 10
年ぐらい経ってからも、違う方がガバナーノミニーに
なったのですが、その時は奥様がガンになって亡く
なって、いろいろなことがあったりしました。
　先生は 52歳という若さでガバナーになりましたけ
ど、私の個人的な感想では、先生は若いということで
皆さんに本当に応援されていたことで妬まれた面もか
なりあると思います。お医者さんの中で、「なんであ
の若い人がそんな簡単にガバナーなって。俺がいるの
に」とか思っているぐらいもありまして、なかなか先
生はそういう意味では大変だったのではないかなと思
います。
当時は 2500 地区のガバナーというのはお医者さんが
多くて、北大の先生が多かったのですね。昔、私が先
生に聞いたことあるのですが、「釧路医師会の承認が
なければロータリーに入れない」と言われたこともあ
りまして、先生は若かった 45歳で会長になったので
すが、いろんなことが随分あったと思います。
先生がなった後、釧路クラブは約 20年間、ガバナー
が出ていなかったのです。先ほど言いましたとおり、
次にガバナーに決まった方奥さまが逝去されたことで
ずっとガバナーが出ていなくて、先生はよく「これだ
け会長がたくさんいるのだから、みんな候補者なのだ
けれどもな」とよく言いました。私が会長になった時
にも、清水先生から「吉田君、会長になった時は必ず
次年度の会長を選ぶのだけれど、その人には言って欲
しいんだ。あなたもガバナーの候補者だから」と言わ
れたこともあります。先生が「ガバナーを釧路クラブ
から出したいな」と随分希望されていたのですが、な
かなか上手くいかなかったのです。
私がクラブ事務所にクラブの重鎮の川口さんと二人で

夕方いた時に、めったにクラブの事務所の来ることの
ない清水先生が来て、私たち二人に「いま連絡があっ
たのだ。小船井君がガバナーノミニーになったんだ」
と言って、先生は本当に喜びまして、涙声みたいな感
じで「長年、20年待ってガバナーになった」。
その時、先生と重鎮の川口さんと３人で「一杯、飲み
ますか」と言って、よく行ったセントポーリアに行っ
て飲みました。先生がめったに歌わないカラオケを歌
いまして、清水次郎長の清水港を歌ったりして、スナッ
クのママさんが「先生、今日、何あったのですか」と
言ったのですが、これは内定の段階だったものですか
ら話すことができなくて。本当は、そこに小船井さん
も呼ぼうとしたのですが、私が「今日、小船井さんを
呼ばなかったのですか」と川口さんに聞いたら、「こ
れは内定の段階で、言うわけにはいかないんだ」とい
うことで内輪で飲んで、先生がとても喜んでいたこと
がありました。
その後、小船井さんがガバナーになったあと、釧路ク
ラブから次のガバナーが５年ぐらい後に出ると決まっ
て、私たちは地区事務所にも話をしたのですが、「誰
も出ていないから、大丈夫だ」ということで次の方も
職場の準備など全部できてからどんでん返しになり、
また他の方に取られたこともありました。それで、今
でもその時の恨みを持っている人もたくさんいるよう
な感じですが、そんなことがありました。過去に、ガ
バナーに立候補して、できなかったという人は二度と
ガバナーやっていないのです。私どものクラブにいた
その方も「もう、ガバナーはやらない」ということが
ありました。
それから小船井さんの後に 10年間釧路クラブから出
ていなくて、先生はいつも「釧路クラブは 2500 地区
のリーダークラブ。いろんな意味でリーダークラブな
んだ」と言っていました。私がいろいろとガバナーを
見ますと、やっぱり「どの地区にはガバナーが何人い
る？」「あのクラブには何人いる」と話はよく出るの
ですが釧路クラブから出ていなかったことで先生は本
当に辛かったと思います。
その頃から折にふれ先生が私にも「ガバナーの資格が
あるのだ」とか、いろいろ言っていました。私はそう
言う先生がそんなに苦しんでいるとは全く知らなかっ
たものですから、「いやいや、とんでもございません」
と逃げていたのですが逃げられなくなりまして、ガバ
ナーを立候補しました。
またここで、ちょっとどんでん返しを受けました。私
が出た 11月 30日までに地区事務所に報告を出さな
いといけないのですが、私より前に出した人がいて、
後か先かとなり、その方が「私の前にやる」と言いま
して、私はもうその時に「これで私はやらなくて済む」
と思ったら、先生からその後に私の気持ちを見透かし
たのか「もう、そういうことは絶対に言わないでくれ」

と言われまして、うちの女房も「先生がそう言ったん
だから、あんたはあきらめなさい。辞めるとか言わな
いで、やりなさい！」と言われ、やってよかったなと
思っています。先生が本当に最後に上手く繋げたこと、
ありがたいなと思います。
多分、先生は今ごろ天国で「釧路クラブよ、また不毛
の 10年、そういうのを作らないでくれ」言っている
と思うのです。
ガバナーはまた第 7分区からも選ばなきゃいけない
時期がもうすぐ来ます。多分４～５年でうちのクラブ
かどうかは別問題としても、なります。そういう時の
ためにもぜひ準備をしていただきたいなと思います。
いずれにしましても、先生はロータリーをこよなく愛
して、釧路クラブをこよなく愛した人です。先生は何
を聞いても、聞いたら全部教えてくれる方なのですが、
絶対、自分の方から「ああせ、こうせ」とは一言も言
わない方で、心の中には「釧路クラブよ、元気をもっ
て 2500 地区のリーダーになってほしい」といつも
言っていたと思います。先生がどういう釧路クラブに
なって欲しいか、ホントはそういう例会を開いて「先
生の釧路クラブへの希望や願いはなにか」という例会
があれば良かった。ただ、そういう例会を作っても、
そういう話は何も言わなかったと思います。先生はそ
ういう方だったと思います。最後までいつも釧路クラ
ブを温かく見ていてくれました。
その裏で、先生の熱い思いがあったということを皆さ
ま覚えていただきまして、うちのクラブが今のように
良いクラブで、元気のいいクラブであれば 2500 地区
で必ずずっとリーダーでいれると思います。クラブに
そういう意味で負けないように、これからも行ければ
と思います。どうぞ皆さん、先生の気持ちを汲んでお
願いをしたいと思います。
それでは献杯をしたいと思います。
「献杯」と言いますので、先生に「ありがとうござい
ました」ということで応対してもらえればと思います。
では、献杯。
（献杯）
ありがとうございました。

クラブ運営委員長　得地　 哉委員長
ありがとうございました。これより７月 25日に執り
行われました。お別れの会にて上映されました故人の
生前のご活躍を収めた映像をご覧いただきます。スク
リーンをご覧ください。
（お別れの会にて上映された故人の生前の活躍）
それでは、ここで清水幸彦がバナーとゆかりのあった
方々のうち、お二方よりご挨拶をいただきたいと思い
ます。
はじめに、小船井修一パストガバナー、よろしくお願
いします。小船井パストガバナー、ご登壇ください。

小船井修一パストガバナー
清水幸彦会員の横顔
ということで皆さん
見ておられると思い
ます。その中で追加
の情報を私の方で調
べてまいりましたの
でお伝えしたいと思

います。
清水先生は、釧路の人ではなくて小樽の人です。旧制
の小樽中学校、今の小樽潮陵高校、ここ名門ですよね。
その小樽中学校を卒業され、卒業は北海道大学ですが、
入学は北海道帝国大学医学部です。戦争時代は、専門
部というのがあったのです。専門部と医学部は違いま
して、専門部は４年か５年で終わるはずなのですが、
医学部は６年。先生はエリートでありました。
　先生のロータリーの業績はさまざまありますが、私
が把握しているお話を申しあげたいと思います。
会長代理って、皆さんご存知でしょうか。地区大会で、
偉そうに国際ロータリーの現況報告というスピーチを
する方です。今の国際ロータリーの会長のリ・プレゼ
ンティブ代理として登壇される方です。今年は、橋岡
久太郎という能の家元、千葉の人でパストガバナーが
紋別の地区大会の会長代理です。先生は会長代理を２
回やれています。しかし、２回は断っているのですよ。
合計４回、パストガバナーとして会長代理をする機会
がありましたが、２回断っています。それは私が先生
から直接聞きましたが、フィリピンともう１カ国、た
ぶん韓国だったと思います。海外のセブ地区大会だっ
たので「私、お断りしました」と。断ったものを含め
て４回の会長代理を経験、というかそういうチャンス
がありました。
もうひとつ、ガバナーが 1981 年ですからその４～５
年後、86年、87年だと思います。国際協議会という
のは皆さんご存じのとおり、ガバナーエレクトがガバ
ナーになるために研修を 1週間、その 1980 年代は
８日間の研修をガバナーエレクトは受けますが、その
当時フロリダで 1981 年にやっておりました。多分エ
バンストンの近くでの国際協議会だったと思います。
清水先生は国際協議会の研修リーダー。国際協議会の
研修リーダーというのは世界で 532 の地区がある中
で 34名が研修リーダーとして世界中から選ばれて、
日本からは 3名ないし 4名が選ばれます。国際ロー
タリーの研修リーダーとしてはこの地区内では歴史上
では４人しかおりません。その中の１人は道下先生、
私とか足立先生は別として、たった４人しかいないと
いうことです。
それから、これは２つあるのですが、自費で行かない
といけない会合が３つあります。世界大会、ロータリー
研究会、それから７月に開催されるガバナー・ガバナー

エレクト・ガバナーノミニー懇談会の３つの全世界的
な会合です。私の記憶では、先生は世界大会に 35回
くらい行っていると思います。
そして、もっとすごいのは、国際大会は５日間やるの
です。その中で皆出席しています。初日から最後まで
いる。それは旅行代理店の添乗員から「清水先生は最
後までいますよ」と必ず聞きます。私は１日目に行っ
て２日目はいないという状況でズボラな者なのです
が、こういう意味では先生はすごい経験をされている
と思います。　　　
それからもうひとつ、公的な立場として、1992 年だ
と思います。フランスのコート・ダジュールの先にあ
るイタリアと隣国のモナコという国があるのです。そ
こで開催された規定審議会（ＣＯＬ）の地区の代表議
員としてモナコで 1週間参加されております。
もうひとつお話申し上げておきたいのが、清水幸彦先
生はロータリー財団に（大山さん、どれぐらい寄付し
ていたっけ）15万ドルくらいかもしれないな。私は
何かの関係でもうちょっとなのですが、うちの地区で
は清水幸彦先生が最初の 10万ドルを超えたメジャー
ドナーだったことも皆さま、ご記憶していただければ
幸いであります。
そういう意味で本当に国際ロータリーの中でも活躍さ
れ、真面目に。そして、知っていますか、いつもポケッ
トに寝酒のウィスキーの瓶を入れているのです。世界
に行くときも日本国内旅行するにしても、寝酒でポ
ケットのウィスキーを飲みながら常に真面目に参加し
ていただいた清水先生を偲びながら、皆さん次の地区
大会ではちゃんと最後までいてください。
私は途中で帰りますけれどね。そういうところを報告
させていただいて、清水先生の真面目さと同時に自費
で活動するというのはすごく尊敬しているのです。と
いうのは、他人のお金で動くパストガバナーがいっぱ
いいるのです。それは、われわれのクラブじゃないで
すよ。簡単に言ったら「地区の金でどこかに行きたい」
「今度は韓国に行く、だったら地区の金を出せ」とか、
そういう中で清水先生は自費でしっかりと秩序を持ち
ながら、ロータリアンとして全うしたことを私は尊敬
しながら、皆さまと一緒に今日偲びたいと思います。
ご清聴ありがとうございます。

釧路ロータリー事務局員　大山　葉子さん
　さっきから心臓が
飛び出そうです。た
くさん思い出があっ
たはずなのですが考
えてみて、私の記憶
の許容量が少ないの
と、過去を振り返り
たくない願望の下、特にお話しできるエピソードを思

い出せないまま、ここに立っております。幹事からは
「ダラダラで良い」とお許しをいただいているのでよ
ろしくお願いいたします。
　まず思い出すのは、夜間例会でお酒があるときは、
遠い席からでもいつもニコニコしながら私の席に日本
酒を持って注ぎに来てくれました。これが一番の思い
出です。おいしいお酒をたっぷりいただいて、飲ませ
ていただいたので今は「酒豪」の称号をもらいました。
　皆さんも知っていると思いますが、先生はいつもお
しゃれで、スマートです。二次会や委員会などで会費
徴収の時に「会費をいただきます」と行くと、とって
も高級なスーツの内ポケットからすごくくたびれた封
筒が出てくるのです。その封筒の中から会費を払って
くれるのですが、それがいつもお財布をお持ちではな
くて、よれよれの封筒にお金を入れて来る。そのギャッ
プがすごく、素敵だなと反対に思っちゃいました。
　それから皆さんも思っていると思います。清水先生
の記憶力のすごさだと思います。いつ、どこの会かは
覚えていないのですが、先生が急なご指名で壇上に立
たれてご挨拶をした時に、すぐに「19○○年のどこで・
どこそこの会長が・こう仰いました」。そして英語で
パラパラとスピーチをして、その役をササッと行って、
それにすごくビックリして。
若い方は知らないと思いますが、帝人の会長で大屋政
子さんという超ミニのスカートをはいて、甲高い声で
「うちの父ちゃんはね」としゃべるおばちゃんがテレ
ビに出ていて、その人が黒柳徹子さんの「徹子の部屋」
の時に、「どこそこの国の、誰それという国王と 19○
○年に会って、こんな話をした」というのをテレビ見
ていて、子どものころに「何だ、このおばちゃん、た
だ者じゃないな」と思ったことがありました。清水先
生がその時に仰ったことを見て、「また、こういう人
に出会ってしまった」みたいな感じで、それ以来の衝
撃と驚きでした。
さらに、尾越さんが会長の時に、台北中央ロータリー
クラブと友好クラブ締結をして台湾にご一緒させてい
ただいたことがあって、泊まったホテルで朝食の時の
雑談の中で、清水先生が「このホテルは何年か前に泊
まったことがあって、僕は何階の〇〇号室だったね」
と言ったのです。えぇ―と思って。私なんか、帰る途
中で部屋の何号室かなんかもすっかり記憶から忘れて
いて、なにか物を忘れてホテルに電話したら、ホテル
の人から「何号室にお泊りですか」と聞かれてあたふ
たして、私は何号室に泊まったの、みたいな感じなの
ですが、清水先生の記憶力ってすごいなと思いました。
ですが昨日、たまたま工藤さんが事務局に来られて、
「清水先生の記憶力ってすごかったですよね」と話を
した時に、工藤さんが「いや」って言いました。先ほ
どの追悼のビデオを作る時に、アルバムをお借りして
編集したのだけれども、そのアルバムは、いろいろな

写真にしっかり「何年の、何処で撮影したもの」とい
うメモ書きがあって、そのアルバムも何回も開いた跡
があるように角が取れているアルバムだったので、そ
れなりに清水先生はきっと復習していたんだと思う、
と仰っていたのです。
改めて清水先生って、ただの天才じゃなく、努力もさ
れていた方なのだな、とつくづく感じました。素晴ら
しい方だったなと思います。
短いのですが、これが私の中の清水先生です。
皆さんそれぞれに、清水先生との思い出もあり、それ
がすべて清水先生なのだと思います。
拙いお話ですがこれで私お話は終わらせていただきま
す。失礼します。

クラブ運営委員長　得地　 哉委員長
　清水幸彦パストガバナーとの思い出も尽きないと思
いますが、そろそろ時間となりました。最後に「手に
手をつないで」で清水幸彦パストガバナーをお送りし
たいと思います。皆さま正面ステージに向かって清水
幸彦パストガバナーを囲むように半円形になって手を
つないでください。よろしくお願いいたします。円じゃ
なく、半円形で囲むようにお願いします。

（手に手をつないで）

閉会の言葉　樋口　貴広副会長
　私がロータリーに
入会して間もなくで
す。その時、ロータ
リーのことはもちろ
ん何も知らなかった
です。年齢的にもま
だ若かったのですけ
れど、そんな私にでも、清水先生は優しく話しかけて
くれました。その後、私もロータリーの役割を担うよ
うになりますと、清水先生は「樋口さん、お疲れさま
ですね」「樋口さん、ありがとうございます」とねぎ
らいの言葉をかけてくださいました。そんな先生がい
たからこそ、この釧路クラブがなんとも居心地のいい
クラブであるのではないかと思っています。
私は、残念ながら清水先生のようなロータリアンには
なれないと思っております。ですが、この釧路クラブ
の雰囲気、そして居心地の良さを守り、今後につなげ
ていくことはできると思っております。
改めまして、清水幸彦パストガバナーへの感謝を申し
上げるとともに、心よりご冥福をお祈りして私からの
挨拶とさせていただきます。ありがとうございました。

クラブ運営委員長　得地　 哉委員長
ありがとうございました。これをもちまして「釧路ロー

タリークラブ会員・故 清水幸彦君を偲んで」を閉会
いたします。
皆さま、本日は誠にありがとうございました。
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　　　　　　　　　　後藤　公貴会長
　皆さま、こんばん
は。本日は『故 清
水幸彦君を偲んで』
という故人を追悼す
る例会となっており
ます。私がいろいろ
な方にお聞きしたと
ころ、会員・故人を追悼する趣旨の例会は恐らく初め
てだろうというのが私の認識であります。
皆さま、ご存じのとおり清水幸彦君は、この地域医療
への貢献、また地域社会への奉仕活動への足跡、そし
てロータリークラブではこの釧路ロータリークラブは
もちろん、国際ロータリー、そして第 2500 地区に、
財団への寄付などなど大きな輝きを残していただいた
と私は考えております。
そんな私の思いを理事会の皆さまにお伝えをさせてい
ただいて、理事会にご承認いただき、本日この日を迎
えているところであります。
本日はぜひ、清水幸彦君とのさまざまな思い出を語り
合う時間に、そしてあまり清水先生と交流がなかった
という方にはベテランメンバーの皆さまから、こう
いったお人柄だったのですよ、こういったエピソード
があったよ、というようなことをお聞きになっていた
だいて、ロータリー活動の糧にしていただければ幸い
と存じます。

本日は通常２時間ほどの夜間例会となっております
が、30分ほど時間を短縮して大きな催しもせず、ぜ
ひ個人との思い出やロータリーについて語り合う時間
にしていただければと思います。
おそらく清水先生は、湿っぽい時間はあまりお好みに
ならないのではないかと思います。笑顔で楽しい時間
を清水先生と一緒に過ごしていただける、そんな時間
にしていただければ幸いと存じます。
限られた時間ではありますが、本日一日、どうぞよろ
しくお願い申し上げます。

幹事報告　佐藤　貴之幹事
　皆さん、こんばんは。幹事報告になります。先週ご
案内いたしました「台北中央ロータリークラブ周年祝
賀会」の追加のご案内となります。先週ですが、私の
言葉足らず、説明不足が多くて、大変不安に思う方が
多くいらっしゃいましたので、私では少し不安という
ことで、工藤国際奉仕委員長に改めまして推奨案を作
成していただきました。皆さまにもこの推奨案を先日
ご案内させていただいております。
今の物価上昇、もしくは円安ということで、団体ツアー
はどうしても高額となってしまいますので、基本的に
はホテルと航空チケットは各自でご手配をお願いする
ところは変わっておりません。
本来は、釧路から台北へみんなで参加しようという基
本的な思いは例年と変わりありません。ぜひお時間の

ご都合つく方は工藤委員長が作成してくれた推奨案を
見ていただいて、飛行機とホテルのチケットを手配し
ていただければと思っております。
また今年度、台北中央ロータリーから釧路クラブに「余
興をやってくれ」というリクエストも来ております。
ぜひ皆さま、多くのご参加いただきまして台北中央
ロータリークラブに参加をしたいと思っております。
皆さま、多くのご参加をぜひよろしくお願いします。
幹事報告は以上となります。

クラブ運営委員長　得地　 哉委員長
　これより釧路ロー
タリークラブ会員
『故 清水幸彦パスト
ガバナーを偲んで』
を行います。ここで
改めまして、清水幸
彦パストガバナーに
謹んで哀悼の意を表し、黙とうを捧げたいと思います。
皆さま、ご起立ください。

（黙とう）

　黙とうを終わります。
皆さまご着席ください。
続きまして、後藤公貴会長よりクラブを代表して、故 
清水幸彦君への追悼の言葉を述べさせていただきま
す。

追悼の言葉　後藤　公貴会長
　清水幸彦君、昭和
４年１月１日、この
世に生を受け、宿命
であった医療の道を
志し、市立釧路総合
病院精神神経科医長
として運命ともいえ
る当地・釧路への赴任。そして昭和39年には清水桜ヶ
岡病院の開設。そこから始まる地域医療発展への貢献
はもとより、更生保護事業・社会福祉・スポーツ振興・
民間外交などその功績は枚挙にいとまがなく、さまざ
まな奉仕活動を通じて、まさに世のため、人のためを
使命としてその生涯を捧げてこられました。
1965 年 10 月７日、金子重徳君、渡辺泰男君の推薦
を受け、釧路ロータリークラブへご入会。入会申込書
に書かれた趣味は、山歩き・スキー・スケートそして
お酒少量、となっておりました。　　

1971-1972 年度クラブ幹事、1973-1974 年度クラブ
副会長、1974-1975 年度 45歳の時、当時は昭和生
まれで初めてのクラブ会長にご就任。クラブスローガ
ンは「釧路ロータリークラブの水準を全般的に向上さ
せよう」でした。会員数は 114 名であったそうです。
1979-1980 年度国際ロータリー第 250 地区第７分区
分区代理に就任。1981-1982 年度 52歳で国際ロー
タリー第 250 地区ガバナーへ就任。
以降、ＲＩや 2500 地区の要職を歴任され、国際大会
へは 16年連続でご参加するなどロータリー活動にお
いても多大な足跡を残されました。
さまざまな見識の中から、多くの後輩ロータリアンに
経験談やロータリーを楽しむことの喜びを語って下
さった方でありましたが、「ああしなさい、こうしな
さいといった命令や指図をされることは決してなかっ
た」と小船井修一パストガバナーが追悼文の中で語ら
れております。
　故人のそんな人柄や奥ゆかしさは、きっと釧路ロー
タリークラブの仲間の中ではぐくまれ、今もなお、私
の感じるこのクラブの清々しさとして脈々と流れ続け
ていると感じます。私たちの活動は地域社会への奉仕
とともに未来永劫続いております。われわれに多くの
学びと気付きを与えていただいた清水幸彦君への恩返
しは、故人のロータリー愛を忘れず、釧路ロータリー
クラブへの歴史と伝統を後世に紡いでいくことの他あ
りません。
この場でその決意を新たにしましょう。本日は特別な
催しは設けておりません。清水幸彦君が愛してやまな
かったこのクラブの雰囲気の中で、個人の大好きだっ
たお酒とともに思い出を語り合う時間にしてまいりた
いと思います。
宿命に生まれ、運命に挑み、使命に燃える本年６月５
日ご逝去、享年 94歳。充実されたであろう天寿を全
うされた清水幸彦君のご冥福を改めてお祈りし、哀悼
の意を表し結びといたします。
今夜は清水先生と一緒に多くを語り合いましょう。

クラブ運営委員長　得地　 哉委員長
ありがとうございました。続きまして、献杯を行いま
す。
献杯のご発声を吉田潤司パストガバナー、よろしくお
願いいたします。吉田潤司パストガバナーはご登壇く
ださい。
なお今夜は、清水幸彦パストガバナーのお好きだった
ワインで献杯したいと思います。　

献杯のご発声　吉田　潤司パストガバナー
　皆さん、こんばんは。今日は先生を偲ぶ例会に皆さ
んお集まりいただきまして本当にありがとうございま
す。

先生は、いま会長か
らお話がありました
とおり、今日で
110 日くらいにな
るのです。早いもの
で私も、皆さまもそ
うだと思うのです

が、ぽっかり穴が開いたままのような感じもいたしま
す。
先生とはガバナーということを通して随分いろんなこ
とを経験し、教えてもらいました。
私がロータリーに入りましたのが 1980 年。先生はそ
の時、ガバナーノミニーだったのです。それからエレ
クトになり、ガバナーになりました。その後、ガバナー
でいろいろやりました。
先生は釧路クラブからガバナーを出すことでは大変苦
労されたと言います。もともと釧路クラブはガバナー
を出すことではいつも紆余曲折がありました。先生が
なる前にも、前のガバナーノミニーになっていた方が
急逝したとか。その後、先生がガバナーになって 10
年ぐらい経ってからも、違う方がガバナーノミニーに
なったのですが、その時は奥様がガンになって亡く
なって、いろいろなことがあったりしました。
　先生は 52歳という若さでガバナーになりましたけ
ど、私の個人的な感想では、先生は若いということで
皆さんに本当に応援されていたことで妬まれた面もか
なりあると思います。お医者さんの中で、「なんであ
の若い人がそんな簡単にガバナーなって。俺がいるの
に」とか思っているぐらいもありまして、なかなか先
生はそういう意味では大変だったのではないかなと思
います。
当時は 2500 地区のガバナーというのはお医者さんが
多くて、北大の先生が多かったのですね。昔、私が先
生に聞いたことあるのですが、「釧路医師会の承認が
なければロータリーに入れない」と言われたこともあ
りまして、先生は若かった 45歳で会長になったので
すが、いろんなことが随分あったと思います。
先生がなった後、釧路クラブは約 20年間、ガバナー
が出ていなかったのです。先ほど言いましたとおり、
次にガバナーに決まった方奥さまが逝去されたことで
ずっとガバナーが出ていなくて、先生はよく「これだ
け会長がたくさんいるのだから、みんな候補者なのだ
けれどもな」とよく言いました。私が会長になった時
にも、清水先生から「吉田君、会長になった時は必ず
次年度の会長を選ぶのだけれど、その人には言って欲
しいんだ。あなたもガバナーの候補者だから」と言わ
れたこともあります。先生が「ガバナーを釧路クラブ
から出したいな」と随分希望されていたのですが、な
かなか上手くいかなかったのです。
私がクラブ事務所にクラブの重鎮の川口さんと二人で

夕方いた時に、めったにクラブの事務所の来ることの
ない清水先生が来て、私たち二人に「いま連絡があっ
たのだ。小船井君がガバナーノミニーになったんだ」
と言って、先生は本当に喜びまして、涙声みたいな感
じで「長年、20年待ってガバナーになった」。
その時、先生と重鎮の川口さんと３人で「一杯、飲み
ますか」と言って、よく行ったセントポーリアに行っ
て飲みました。先生がめったに歌わないカラオケを歌
いまして、清水次郎長の清水港を歌ったりして、スナッ
クのママさんが「先生、今日、何あったのですか」と
言ったのですが、これは内定の段階だったものですか
ら話すことができなくて。本当は、そこに小船井さん
も呼ぼうとしたのですが、私が「今日、小船井さんを
呼ばなかったのですか」と川口さんに聞いたら、「こ
れは内定の段階で、言うわけにはいかないんだ」とい
うことで内輪で飲んで、先生がとても喜んでいたこと
がありました。
その後、小船井さんがガバナーになったあと、釧路ク
ラブから次のガバナーが５年ぐらい後に出ると決まっ
て、私たちは地区事務所にも話をしたのですが、「誰
も出ていないから、大丈夫だ」ということで次の方も
職場の準備など全部できてからどんでん返しになり、
また他の方に取られたこともありました。それで、今
でもその時の恨みを持っている人もたくさんいるよう
な感じですが、そんなことがありました。過去に、ガ
バナーに立候補して、できなかったという人は二度と
ガバナーやっていないのです。私どものクラブにいた
その方も「もう、ガバナーはやらない」ということが
ありました。
それから小船井さんの後に 10年間釧路クラブから出
ていなくて、先生はいつも「釧路クラブは 2500 地区
のリーダークラブ。いろんな意味でリーダークラブな
んだ」と言っていました。私がいろいろとガバナーを
見ますと、やっぱり「どの地区にはガバナーが何人い
る？」「あのクラブには何人いる」と話はよく出るの
ですが釧路クラブから出ていなかったことで先生は本
当に辛かったと思います。
その頃から折にふれ先生が私にも「ガバナーの資格が
あるのだ」とか、いろいろ言っていました。私はそう
言う先生がそんなに苦しんでいるとは全く知らなかっ
たものですから、「いやいや、とんでもございません」
と逃げていたのですが逃げられなくなりまして、ガバ
ナーを立候補しました。
またここで、ちょっとどんでん返しを受けました。私
が出た 11月 30日までに地区事務所に報告を出さな
いといけないのですが、私より前に出した人がいて、
後か先かとなり、その方が「私の前にやる」と言いま
して、私はもうその時に「これで私はやらなくて済む」
と思ったら、先生からその後に私の気持ちを見透かし
たのか「もう、そういうことは絶対に言わないでくれ」

と言われまして、うちの女房も「先生がそう言ったん
だから、あんたはあきらめなさい。辞めるとか言わな
いで、やりなさい！」と言われ、やってよかったなと
思っています。先生が本当に最後に上手く繋げたこと、
ありがたいなと思います。
多分、先生は今ごろ天国で「釧路クラブよ、また不毛
の 10年、そういうのを作らないでくれ」言っている
と思うのです。
ガバナーはまた第 7分区からも選ばなきゃいけない
時期がもうすぐ来ます。多分４～５年でうちのクラブ
かどうかは別問題としても、なります。そういう時の
ためにもぜひ準備をしていただきたいなと思います。
いずれにしましても、先生はロータリーをこよなく愛
して、釧路クラブをこよなく愛した人です。先生は何
を聞いても、聞いたら全部教えてくれる方なのですが、
絶対、自分の方から「ああせ、こうせ」とは一言も言
わない方で、心の中には「釧路クラブよ、元気をもっ
て 2500 地区のリーダーになってほしい」といつも
言っていたと思います。先生がどういう釧路クラブに
なって欲しいか、ホントはそういう例会を開いて「先
生の釧路クラブへの希望や願いはなにか」という例会
があれば良かった。ただ、そういう例会を作っても、
そういう話は何も言わなかったと思います。先生はそ
ういう方だったと思います。最後までいつも釧路クラ
ブを温かく見ていてくれました。
その裏で、先生の熱い思いがあったということを皆さ
ま覚えていただきまして、うちのクラブが今のように
良いクラブで、元気のいいクラブであれば 2500 地区
で必ずずっとリーダーでいれると思います。クラブに
そういう意味で負けないように、これからも行ければ
と思います。どうぞ皆さん、先生の気持ちを汲んでお
願いをしたいと思います。
それでは献杯をしたいと思います。
「献杯」と言いますので、先生に「ありがとうござい
ました」ということで応対してもらえればと思います。
では、献杯。
（献杯）
ありがとうございました。

クラブ運営委員長　得地　 哉委員長
ありがとうございました。これより７月 25日に執り
行われました。お別れの会にて上映されました故人の
生前のご活躍を収めた映像をご覧いただきます。スク
リーンをご覧ください。
（お別れの会にて上映された故人の生前の活躍）
それでは、ここで清水幸彦がバナーとゆかりのあった
方々のうち、お二方よりご挨拶をいただきたいと思い
ます。
はじめに、小船井修一パストガバナー、よろしくお願
いします。小船井パストガバナー、ご登壇ください。

小船井修一パストガバナー
清水幸彦会員の横顔
ということで皆さん
見ておられると思い
ます。その中で追加
の情報を私の方で調
べてまいりましたの
でお伝えしたいと思

います。
清水先生は、釧路の人ではなくて小樽の人です。旧制
の小樽中学校、今の小樽潮陵高校、ここ名門ですよね。
その小樽中学校を卒業され、卒業は北海道大学ですが、
入学は北海道帝国大学医学部です。戦争時代は、専門
部というのがあったのです。専門部と医学部は違いま
して、専門部は４年か５年で終わるはずなのですが、
医学部は６年。先生はエリートでありました。
　先生のロータリーの業績はさまざまありますが、私
が把握しているお話を申しあげたいと思います。
会長代理って、皆さんご存知でしょうか。地区大会で、
偉そうに国際ロータリーの現況報告というスピーチを
する方です。今の国際ロータリーの会長のリ・プレゼ
ンティブ代理として登壇される方です。今年は、橋岡
久太郎という能の家元、千葉の人でパストガバナーが
紋別の地区大会の会長代理です。先生は会長代理を２
回やれています。しかし、２回は断っているのですよ。
合計４回、パストガバナーとして会長代理をする機会
がありましたが、２回断っています。それは私が先生
から直接聞きましたが、フィリピンともう１カ国、た
ぶん韓国だったと思います。海外のセブ地区大会だっ
たので「私、お断りしました」と。断ったものを含め
て４回の会長代理を経験、というかそういうチャンス
がありました。
もうひとつ、ガバナーが 1981 年ですからその４～５
年後、86年、87年だと思います。国際協議会という
のは皆さんご存じのとおり、ガバナーエレクトがガバ
ナーになるために研修を 1週間、その 1980 年代は
８日間の研修をガバナーエレクトは受けますが、その
当時フロリダで 1981 年にやっておりました。多分エ
バンストンの近くでの国際協議会だったと思います。
清水先生は国際協議会の研修リーダー。国際協議会の
研修リーダーというのは世界で 532 の地区がある中
で 34名が研修リーダーとして世界中から選ばれて、
日本からは 3名ないし 4名が選ばれます。国際ロー
タリーの研修リーダーとしてはこの地区内では歴史上
では４人しかおりません。その中の１人は道下先生、
私とか足立先生は別として、たった４人しかいないと
いうことです。
それから、これは２つあるのですが、自費で行かない
といけない会合が３つあります。世界大会、ロータリー
研究会、それから７月に開催されるガバナー・ガバナー

エレクト・ガバナーノミニー懇談会の３つの全世界的
な会合です。私の記憶では、先生は世界大会に 35回
くらい行っていると思います。
そして、もっとすごいのは、国際大会は５日間やるの
です。その中で皆出席しています。初日から最後まで
いる。それは旅行代理店の添乗員から「清水先生は最
後までいますよ」と必ず聞きます。私は１日目に行っ
て２日目はいないという状況でズボラな者なのです
が、こういう意味では先生はすごい経験をされている
と思います。　　　
それからもうひとつ、公的な立場として、1992 年だ
と思います。フランスのコート・ダジュールの先にあ
るイタリアと隣国のモナコという国があるのです。そ
こで開催された規定審議会（ＣＯＬ）の地区の代表議
員としてモナコで 1週間参加されております。
もうひとつお話申し上げておきたいのが、清水幸彦先
生はロータリー財団に（大山さん、どれぐらい寄付し
ていたっけ）15万ドルくらいかもしれないな。私は
何かの関係でもうちょっとなのですが、うちの地区で
は清水幸彦先生が最初の 10万ドルを超えたメジャー
ドナーだったことも皆さま、ご記憶していただければ
幸いであります。
そういう意味で本当に国際ロータリーの中でも活躍さ
れ、真面目に。そして、知っていますか、いつもポケッ
トに寝酒のウィスキーの瓶を入れているのです。世界
に行くときも日本国内旅行するにしても、寝酒でポ
ケットのウィスキーを飲みながら常に真面目に参加し
ていただいた清水先生を偲びながら、皆さん次の地区
大会ではちゃんと最後までいてください。
私は途中で帰りますけれどね。そういうところを報告
させていただいて、清水先生の真面目さと同時に自費
で活動するというのはすごく尊敬しているのです。と
いうのは、他人のお金で動くパストガバナーがいっぱ
いいるのです。それは、われわれのクラブじゃないで
すよ。簡単に言ったら「地区の金でどこかに行きたい」
「今度は韓国に行く、だったら地区の金を出せ」とか、
そういう中で清水先生は自費でしっかりと秩序を持ち
ながら、ロータリアンとして全うしたことを私は尊敬
しながら、皆さまと一緒に今日偲びたいと思います。
ご清聴ありがとうございます。

釧路ロータリー事務局員　大山　葉子さん
　さっきから心臓が
飛び出そうです。た
くさん思い出があっ
たはずなのですが考
えてみて、私の記憶
の許容量が少ないの
と、過去を振り返り
たくない願望の下、特にお話しできるエピソードを思

い出せないまま、ここに立っております。幹事からは
「ダラダラで良い」とお許しをいただいているのでよ
ろしくお願いいたします。
　まず思い出すのは、夜間例会でお酒があるときは、
遠い席からでもいつもニコニコしながら私の席に日本
酒を持って注ぎに来てくれました。これが一番の思い
出です。おいしいお酒をたっぷりいただいて、飲ませ
ていただいたので今は「酒豪」の称号をもらいました。
　皆さんも知っていると思いますが、先生はいつもお
しゃれで、スマートです。二次会や委員会などで会費
徴収の時に「会費をいただきます」と行くと、とって
も高級なスーツの内ポケットからすごくくたびれた封
筒が出てくるのです。その封筒の中から会費を払って
くれるのですが、それがいつもお財布をお持ちではな
くて、よれよれの封筒にお金を入れて来る。そのギャッ
プがすごく、素敵だなと反対に思っちゃいました。
　それから皆さんも思っていると思います。清水先生
の記憶力のすごさだと思います。いつ、どこの会かは
覚えていないのですが、先生が急なご指名で壇上に立
たれてご挨拶をした時に、すぐに「19○○年のどこで・
どこそこの会長が・こう仰いました」。そして英語で
パラパラとスピーチをして、その役をササッと行って、
それにすごくビックリして。
若い方は知らないと思いますが、帝人の会長で大屋政
子さんという超ミニのスカートをはいて、甲高い声で
「うちの父ちゃんはね」としゃべるおばちゃんがテレ
ビに出ていて、その人が黒柳徹子さんの「徹子の部屋」
の時に、「どこそこの国の、誰それという国王と 19○
○年に会って、こんな話をした」というのをテレビ見
ていて、子どものころに「何だ、このおばちゃん、た
だ者じゃないな」と思ったことがありました。清水先
生がその時に仰ったことを見て、「また、こういう人
に出会ってしまった」みたいな感じで、それ以来の衝
撃と驚きでした。
さらに、尾越さんが会長の時に、台北中央ロータリー
クラブと友好クラブ締結をして台湾にご一緒させてい
ただいたことがあって、泊まったホテルで朝食の時の
雑談の中で、清水先生が「このホテルは何年か前に泊
まったことがあって、僕は何階の〇〇号室だったね」
と言ったのです。えぇ―と思って。私なんか、帰る途
中で部屋の何号室かなんかもすっかり記憶から忘れて
いて、なにか物を忘れてホテルに電話したら、ホテル
の人から「何号室にお泊りですか」と聞かれてあたふ
たして、私は何号室に泊まったの、みたいな感じなの
ですが、清水先生の記憶力ってすごいなと思いました。
ですが昨日、たまたま工藤さんが事務局に来られて、
「清水先生の記憶力ってすごかったですよね」と話を
した時に、工藤さんが「いや」って言いました。先ほ
どの追悼のビデオを作る時に、アルバムをお借りして
編集したのだけれども、そのアルバムは、いろいろな

写真にしっかり「何年の、何処で撮影したもの」とい
うメモ書きがあって、そのアルバムも何回も開いた跡
があるように角が取れているアルバムだったので、そ
れなりに清水先生はきっと復習していたんだと思う、
と仰っていたのです。
改めて清水先生って、ただの天才じゃなく、努力もさ
れていた方なのだな、とつくづく感じました。素晴ら
しい方だったなと思います。
短いのですが、これが私の中の清水先生です。
皆さんそれぞれに、清水先生との思い出もあり、それ
がすべて清水先生なのだと思います。
拙いお話ですがこれで私お話は終わらせていただきま
す。失礼します。

クラブ運営委員長　得地　 哉委員長
　清水幸彦パストガバナーとの思い出も尽きないと思
いますが、そろそろ時間となりました。最後に「手に
手をつないで」で清水幸彦パストガバナーをお送りし
たいと思います。皆さま正面ステージに向かって清水
幸彦パストガバナーを囲むように半円形になって手を
つないでください。よろしくお願いいたします。円じゃ
なく、半円形で囲むようにお願いします。

（手に手をつないで）

閉会の言葉　樋口　貴広副会長
　私がロータリーに
入会して間もなくで
す。その時、ロータ
リーのことはもちろ
ん何も知らなかった
です。年齢的にもま
だ若かったのですけ
れど、そんな私にでも、清水先生は優しく話しかけて
くれました。その後、私もロータリーの役割を担うよ
うになりますと、清水先生は「樋口さん、お疲れさま
ですね」「樋口さん、ありがとうございます」とねぎ
らいの言葉をかけてくださいました。そんな先生がい
たからこそ、この釧路クラブがなんとも居心地のいい
クラブであるのではないかと思っています。
私は、残念ながら清水先生のようなロータリアンには
なれないと思っております。ですが、この釧路クラブ
の雰囲気、そして居心地の良さを守り、今後につなげ
ていくことはできると思っております。
改めまして、清水幸彦パストガバナーへの感謝を申し
上げるとともに、心よりご冥福をお祈りして私からの
挨拶とさせていただきます。ありがとうございました。

クラブ運営委員長　得地　 哉委員長
ありがとうございました。これをもちまして「釧路ロー

タリークラブ会員・故 清水幸彦君を偲んで」を閉会
いたします。
皆さま、本日は誠にありがとうございました。


